
































































































北陸における一山村社会の変動と住民の生活（その 1) - 27ー
第 i~1 表 年齢階層別人口の推移
昭和25年 30 年 35 年 40 年 45年 50年
男｜女｜計 男｜女｜計 男｜女｜計 男｜女｜計 男｜女｜計 男｜女｜計
才
80～ 15 20 35 18 29 47 25 45 70 19 37 56 9 32 41 7 19 26 
75～79 17 33 50 35 45 80 21 29 50 11 16 27 16 23 39 14 21 35 
70～74 49 54 103 27 39 66 24 37 61 23 34 57 23 36 59 36 40 7€ 
65～69 36 51 87 36 43 79 37 44 81 32 40 72 48 55 103 41 46 87 
60～64 44 48 92 41 48 89 51 47 98 62 72 134 49 56 105 33 43 76 
55～59 54 53 107 56 52 108 75 83 158 60 61 121 38 44 82 46 47 93 
50～54 63 61 124 81 92 173 71 74 145 55 60 115 58 58 116 66 54 120 
45～49 87 90 177 69 80 149 59 73 132 62 64 126 83 67 150 74 84 158 
40～44 77 88 165 57 79 136 66 74 140 90 77 167 78 82 160 62 58 12C 
35～39 72 95 167 67 78 145 96 82 178 93 98 191 68 71 139 38 48 86 
30～34 80 98 178 94 100 194 111 110 221 84 85 169 43 54 97 29 30 59 
25～29 115 102 217 133 126 259 110 99 209 67 66 133 35 32 67 46 32 7E 
20～24 163 144 307 112 111 223 84 84 168 56 49 105 67 53 120 51 33 84 
15～19 181 112 293 114 88 202 66 41 107 111 56 167 94 46 140 75 61 136 
10～14 242 242 484 171 193 364 222 223 445 220 159 379 140 131 271 75 74 149 
5～ 9 195 212 407 246 241 487 233 180 413 163 156 319 85 92 177 46 36 8~ 
O～ 4 286 283 569 253 192 445 190 172 362 112 110 222 51 44 95 33 31 64 
合 計 [1,7しM川1 76刀π叫~仲←｜ドト1,，叫，ぷ局m判坤5弱脱叫叫6位材2［中［1川o[L63，必臼61刈｜卜L川刷，ふ訓5日4111,497／問811,320判判叫却判11,2481ド悶，鴎81吋抗叫［1川，3訓9鉛61[叫叫，5悶2却9 






































骨% 20 ω 60 的
第 lー 1図 年齢階層別人口構成の推移




































~ti塗における一山村社会の変動と住民の生活〈その 1) - 29ー
第 1-2表部落別世帯数の推移 第1-3表部落別人口の推移
｜昭和35年｜ 40年 l 45年｜ 50年 昭和35年 40年 45年 50年
水無 15(1<叩.0) 9( 60.0) 6(40.0) 水無 87(100.0) 30(34.5) 14(16.1) 
大勘場 19(100.0) 18( 94. 7〕 8(42.1) 大勘場 111(100.0) 117(105.4) 35(31.5) 
桂尾 4(100.0) 4(100.0) 3(75.0) 桂尾 29(100.ο〉 29(100.0) 7(24.1) 
千束 10(100.0) 8( 80.0) 8（加.0) 千束 62(100.0) 45(72.6) 31(50.0) 
中口 7(100.0〕 6( 85.0) 2(28.6) 中口 51(100.0) 37(72.5) 3( 5.9) 
回ノ島 .9(100.0〕 9(100.0) 1(11.1) 田ノ島 64(100.0) 54(84.4) 6( 9.4) 
阿別当 27(100.0) 25( 92.6) 23 24(88.9) 阿別当 176(100.0) 151(85.8) 124 112(63.6) 
坂上 41(100.0〕 40( 97.6〕 42 39(95.1) 坂上 241(100.0) 222(82.1) 却7 184(76.3) 
上畠 34(100.0) 33( 97.1) 28(82.4) 上畠 240(100.0) 幻0(95.8) 156(65.0) 
細島 7(100.0) 7(100.0) 6(85.7) 網島 42(100.0) 42(100.0) 31（沼.8〕
北島 4(100.0) 4(100.0) 3(75.0) 北島 21(100.0) 16(76.2) 12(57.1) 
岩調j 16(100.0) 14( 87.5) 15(93.8) 岩測 111(100.0) 85(76.6) 85(76.6) 
利賀 53(100.0) 49( 92.5) 46 43(81.1〕 利賀 331(100.0) 309(93.4) 243 211(63.7) 
大豆谷 19(100.0) 19(100.0) 16 17(89.5) 大豆谷 126(100.0) 116(92.1) 76 62(49.2〕
北豆谷 21(100.0) 21(100.0) 13(61. 9) 北豆谷 144(100.0) 124(86.l) 70(48.5) 
押場 7(100.0) 6( 85.7) 3(42.9) 押場 48(100.0) 37(77.1〕 13(27.1) 
草嶺 10(100.0) 10(100.0) 2(20.0) 草嶺 69（悶0.0) 68(98.6) 15(21. 7) 
高沼 11(100.0) 10( 90.9) 3(27.3) 高沼 82(100.0) 57(69.5) 13(15.8) 
栗当 6(100.0) 6(100.0) 2(33.3) 栗当 46(100.0) 41(89. l〕 6(13.0) 
北原 4(100.0) 2( 50.0) 1(25.0) 北原 24(100.0) 8(33.3) 3(12.5〕
長崎 5(100.0) 4( 80.0) 7 4(80.0) 長崎 35(100.0) お（74.3) 18(51.4) 
大牧 2(100.0) 1( 50.0) 2(100.0) 大牧 27(100.0) 11(40. 7) 21(77.8) 
仙ノ原 6(100.0) 1( 16.7) 。 0( 0 ) 仙ノ原 39(100.0) 6(15.4) 。 0( 0 ) 
下原 11(100.0) 10( 90.9) 6(54.5) 下原 84(100.0) 63(75.0) 28(33.3) 
栃原 16(100.0) 11( 68.8) 3(18.8) 栃原 96(100.0) 62(64.6) 14(14.6) 
上百瀬 39(100.0) 37( 94.9) 36 32(82.0) 上百瀬 266(100.0) 236（田.7) 203 157(59.0) 
中村 14(100.0) 13( 92.9) 10(71.4) 中村 加（100.0) 78(97.5) 55(68.8) 
百瀬川 54(100.0) 46( 85.2) 37(68.5) 百瀬川 301(100.0) 266(88.4) 166(55.1) 
合計 47l100.o-; 423(89.8〕
374 323 























昭和 25年 50 年
総数｜ 男 女 総数｜男｜ 女 総数｜男｜ 女 総数｜男｜ 女 総数｜ 男 女
総 数 1,788 975 813 1,611 830 781 1,292 693 599 
1,146 593 553 897 506 391 
(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0〕(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) 
農 業 1,103 369 734 795 213 582 499 
123 376 331 58 273 137 32 105 
(61. 7) (37.8〕 (90.3) (49.3) (25.2) (74.2) (38.6) (17. 7) (62.8) (28.9) (9.8) (49.4) (15.3) (6.3) (26.9) 
林業・狩猟業 353 329 24 435 336 99 257 241 16 142 
140 2 41 39 2 
(19. 7) (33.7) (3.0) (27.0) (40.5) (12.7〕 (19.9) (37.8) (2.7) (12.4〕 (23.6) (0.4) (4.6) (7.7〕 (0.5) 
漁業・水産・養殖業
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 1 1 。
〔0) (0) (0) (O) (0) (0) 〔0) (0) (0) (O〕 (0) (O) (0.1) (0.2) (0) 
鉱 業 7 7 
。 9 9 。 12 6 6 11 9 2 11 8 3 
(0.4) (0.7) (0) (0.6) (I. I) (0) (0.9) (0.9〕 (1.0) (1.0) (1.5〕 (0.4) (1.2) (1. 9) (0.8) 
建 設 業 149 145 4 142 128 14 302 
183 119 298 214 84 249 191 58 
(8.3) (14.9) (0.5) (8.8) (15.4) (1.8) (23.4) (26.4) (19.9) (26.0) (36.1) (15.2) (27.8) (37.7) (14.8〕
製 ユ、民旦二 業 33 29 4 64 42 22 74 
49 25 137 38 99 124 27 97 
(1.8) (3.0) (0.5) (4.0) (5.1) (2.8) (5.7) (7.1) (4.2) (12.0) (6.4) (17.9) (13.8) (5.3) (24.8) 
卸売・小売業 11 4 7 23 9 14 16 6 
10 32 11 21 26 7 19 
(0.6) (0.4) (0.9) (1.4) (1.1) (1.8) (1.2) (0.9) (I. 7) (2.8) (1.9) (3.8) (2.9) (1.4) (4.9) 
金融・保険・不動産業 1 
。 1 2 1 1 1 1 。 。 。 。 1 1 。
(0.1) (O〕 (0.1) (0.1) (0.1〕 (0.1〕 (0.1) (0.9) 〔O〕 (0) (0) (O) 〔0.1) (0.2〕 (0) 
運輸・通信業 18 13 5 14 9 5 22 
14 8 30 16 14 
38 7 (0.1) 
(1.6) (0.6) (1.1) 〔1.3) (0.8) (1.9〕 (2.4) (1.4) (3.3) 〔3.2) (3.6) 
(3.9) (0.9) 11 11 。 7 7 。 9 9 。 16 11 2 電気・ガス・水道業 (0.7) (1.3) (0) (0.5) (1.0) (O) (0.8) (1.5〕 (0) (1.8) (2.8) (0.5〕
サ ビ ス 業 65 38 27 92 50 42 76 40 36 111 59 52 187 112 75 (3.6) (3.9) (3.3) (5.7) (6.0) (5.4) (5.9) (5.8〕 (6.0) (9. 7〕 (9.9) (9.4〕 (20.8) (22.1〕 (19.2) 
5: 務 18 15 3 20 18 2 33 28 5 52 
41 11 70 56 14 
(1.0) (1.5) (0.4) (1.2) (2.2) (0.3) (2.6) (4.0〕 (0.8〕 (4.5) (6.9) 〔2.0) (7.8) (11.1) (3.6) 
そ の 他 3 1 2 
。 。 。 1 。 1 1 。 1 。 。 。
(0.2〕 (0.1) (0.2) (O) (0) (0) (0.1〕 (0) (0.1) (O. l) (0) (0.2) 〔O〕 (0) (0) 
推の数者業就J]lj 業産第 1-4表
資料：昭和25.35, 40, 45, 50年国勢調査報告による。
北陸における一山村社会の変動と住民の生活（その 1〕 -31-
は35年には49.3%と半ばを割り， 40年には38.6%,45年には28.9%，遂に50年には15.3%にまで激
減する。 そして， 25年に90%以上の従事者のいた女子でさえも， 50年には26.9%にまで低落してい
るし，男子も25年の 37.8%から50年には僅か6.3%に激減する。 以上の数字は農業従事者が全就業
人口の中で占める割合の推移なのであるが， 農業人口の絶対数でみるならば， 25年には 1,103人も
存在していた農業従事者が50年には137人と， 25年の僅か12%余にあたる。 特に男子では25年の369

































発し， その収入源を「農業収入J' 「林業収入」， 「林業労働収入」 （植林，下刈，伐採など〉，










「建設業等の日雇人夫収入」が 23.4払この両者からはやや隔たって， 「内職収入」 (13.3%〕，
「勤めからの収入」 (8.6%）と続いている。 そして，収入の順位の第3位では， 「なし」とする
ものが激増して 36.7%と3分の1以上を占めており，次いで「農業収入」が32.8%と3分の1弱を






























手部客 収入順位 農業収入 林業収入 震業労賛同轍｜醸訣
勤めから ~~~~＼！曹司内職収入 答 l日"- 計の収入
利 収入第1位 4 5 15 1 13 2 40 (10.0) (12.5〕 (37.5) c 2.5) (32.5) c 5.0〕 (100.0) 
第2位 15 2 6 4 7 2 4 40 (37.5) c 5.0) (15.0) (10.0) (17.5〕 c 5.0) (10.0) (100.0) 
賀 第3位 12 1 1 3 4 19 40 (30.0) c 2.5) c 2.5) .( 7.5) (10.0) (47.5) (100.0) 
大 収入第1位 1 6 1 4 1 13 c 7.7〕 (46.2) c 7.7) (30.8) c 7.7) (100.0〕
勘 第2位 4 1 1 (30.1) 
1 2 13 
(30.8) c 7.7〕 c 7.7) c 7.7) (15.4) (100.0) 
場 第3位 4 1 4 4 13 (30.8) c 7.7) (30.8) (30.8) (100.0〕
上 収入第1位 2 11 2 3 7 2 4 1 32 c 6.3) (34.4) c 6.3) c 9.4) (21.9) c 6.3) (12. 5) c 3.1〕 (100.0) 
百 第2位 10 3 2 1 2 9 3 2 32 (31.3) c 9.4) c 6.3) c 3.1) c 6.3) (28.1) ( 9.4) c 6.3) (100.0) 
瀬 第3位 3 1 4 1 2 5 2 14 32 c 9.4) c 3.1) (12.5) ( 3.1) ( 6.3) (15.6) ( 6.3) (43.8) (100.0) 
百 収入第1位 (3/l) 
4 2 13 2 32 
(12.5) c 6.3) (40.6) ( 6.3) (100.0) 瀬 8 7 2 7 7 1 32 
j第｜ 第2位 (25.0) (21.9) ( 6.3) (21.9) (21. 9) ( 3.1) (100.0) 
一 第3位 17 1 1 1 2 2 8 32 (53.1〕 ( 3.1) c 3.1) c 3.1) c 6.3〕 c 6.3) (25.0) (100.0) 
百 収入第1位 1 5 3 2 11 ( 9.1〕 (45.5) (27.3) (18.2) (100.0) 
j瀬第I 第2位 5 6 11 (45.5〕 (54.5) (100.0) 
一 第3位 6 1 1 1 2 11 (54.5) c 9.1) c 9.1) ( 9.1) (18.2) (100.0) 
iロ"- 収入第1位 3 32 2 8 35 6 36 6 128 ( 2.3) 。5.0) c 1.6) ( 6.3) (27.3) ( 4.7〕 (28.1) ( 4. 7) (100.0) 
第2位 （詔~~） 10 2 4 11 30 17 5 4 3 128 c 7.8) c 1.6) c 3.1) ( 8.6) (23.4) (13.3) c 3.9) c 3.1) ( 2.3) (100.0) 
計 第3位 42 3 3 4 2 2 8 11 2 47 4 128 (32.8) c 2.3) c 2.3) c 3.1) c 1.6) c 1.6) ( 6.3) c 8.6) ( 1.6) (36.7) c 3.1) (1仰 .0)
家の生活を維持していくうえで必要な生活費はどこから得ているか第 1-5表

















るものでもあろうが， また， 他方， 経営耕地規模の一般的な縮小によるものでもあると考えられ
る。それに対して， 0.5ヘクタール以下の層は， 0.3～0.5ヘクタール層が戸数が減少しながらも45
年までは，戸数も横這状態で，比率はむしろ高まってきているが， 40年代の後半に至って，戸数も





になっているといえよう。 いずれにしても， 今日， 0.5ヘクタール以下の経営規模しか有しない農
家が47%と半数近くを占めており， 1ヘクタール以上の農家は 8%余にすぎない。
第1-6表 経営耕地規模 l]j農家数 く戸， %〕
｜総農家数｜ ～0.3均 Jo.s~o.s J o.s~o.7 J o.7~1.o J I刊 sj i.s~2.o J 2.0~2.s I例外規定
昭矛昭5年 453 39 129 234 39 9 3 (100.0) (8.6) (28.5) 〔51.7) (8.6) (2.0) (0. 7〕
35年 423 70 103 111 87 44 6 1 1 (100.0) 〔16.5) (24.3) (26.2) (20.6) (10.4) (1.4) (0.2) (0.2) 
40年 391 72 121 93 80 21 4 (100.0) (18.4) (30. 9) (23.8) (20.5) 〔5.4) (1.0) 
45年 326 50 102 84 62 25 3 (100.0) (15.3) (31.3) (25.8) (19.0) 〔7.7) (0.9) 
50年 302 71 71 84 51 20 5 (100.0) (23.5) (23.5) (27.8) (16.9) (6.6) (1. 7) 
資料：農業セγサス
北陸における一山村社会の変動と住民の生活（その1) 。 。
第 1ー 7表 部落別経営耕地規模別農家数 く戸， %〉
昭 和 45 年 昭 和 50 年
委委｜～初！？～／Oo~Tha/O.7～／LO～／1.5～ 委豪｜～ /06~～，0.5～，0.7～ 11.0～ 11.5～ 0.3 .5ha 1.0ha 1.5ha 2.0ha 0.3ha 5ha 0. 7ha 1.0ha 1.5ha 2.0ha 
大勘場 13 8 5 10 6 1 1 2 
千 東 21 2 10 7 1 1 15 7 5 3 
阿別当 泣 8 11 2 1 23 9 9 4 1 
坂 上 35 4 11 3 11 5 1 39 7 11 4 11 5 1 
上 畠 30 2 12 10 5 1 27 2 11 8 5 1 
細 島 6 2 3 1 6 2 3 1 
岸 測 17 3 3 4 5 2 16 2 3 4 2 4 1 
幸リ 賀 37 6 8 7 5 10 1 41 12 7 8 8 5 1 
大豆谷 11 1 6 4 14 1 2 7 3 1 
北豆谷 17 4 7 4 2 13 3 2 5 2 1 
押 場 6 1 3 1 1 3 1 1 1 
草 嶺 2 2 2 1 1 
高 沼 6 1 5 4 1 3 
栗 当 2 1 1 2 1 1 
北 原 5 3 2 5 3 2 
下 原 8 2 5 1 5 5 
栃 原 8 3 3 2 1 1 
上百瀬 33 6 7 11 7 1 1 30 8 10 9 1 2 1 
百瀬川 47 3 15 18 10 1 46 6 6 22 10 1 



















第 1-8表 専業兼業別農家数 く戸， %〉
農家総数 専 業 第一種兼業 第二種兼業
昭和 25年 453 (100.0) 25 (5.5) 187 (41.3) 261 (57.6) 
35年 423 (100.0〕 8 (1.9) 107 (25.3) 308 (72.8) 
40年 391 (100.0〕 15 (3.8) 376 (96.2) 
45年 326 (100.0) 2 (0.6〕 11 (3.4) 313 (96.0) 
50年 302 (100.0) 1 (0.3) 301 (99.7) 
資料：前表に同じ
第1-9表 部落別専業兼業別農家数 （戸，%）
昭 和 45 年 昭 和 50 年
総農家数｜専 業｜第一種兼業｜第二種兼業 総農家数｜専 業｜第一種兼業｜第二種兼業
大勘場 13 1 12 10 10 
手 束 21 1 20 15 15 
何別当 22 1 21 23 23 
坂 上 35 1 34 39 39 
上 畠 30 30 27 27 
細 島 6 6 6 6 
岩 調j 17 3 14 16 16 
利 賀 37 1 36 41 41 
大豆谷 11 1 10 14 1 13 
北豆，谷 17 17 13 13 
押 場 6 6 3 3 
草 嶺 2 2 2 2 
高 沼 6 6 4 4 
粟 当 2 2 2 2 
北 原 5 1 4 5 5 
下 原 8 8 5 5 
栃 原 8 3 5 1 1 
上百瀬 33 33 30 30 
百瀬川 47 47 46 46 






たのが注目され， 次いで自営兼業が約20%, その後， 急激に増大する人夫，日雇は第1種で20%
余，第2種で約16%を示すにすぎない。 ところが，その後出稼は次第に低落し，特に50年になると
6戸， 2%を占めるにすぎなくなっているが， これは前述の村内における建設事業の盛行によるも









第 1-10表 兼業種類別農家数 （戸，%〕
兼 業 雇用兼業農家 自営兼業農家
農 家 11~！ 1 開｜出 雇夫総 数 言十 言十
昭 第 1種 107 86 9 6 49 22 21 2 19 
軍日 (100.0〕 (80.4〕 (8.4) (5.6) (45.8) (20.6) (19.6) 〔1.9) (17.8) 
35 
第 2種 308 243 22 18 154 49 65 7 58 年 (100.0〕 (78.9) (7.1) (5.8) (50.0) (15. 9) (21.1) (2.3) (18.8) 
第 1種 15 14 2 5 7 1 1 40 (100.0) (93.3) (13.3〕 (33.3) (46.7) (6.7) (6. 7) 
年 第 2種 376 326 30 17 113 166 50 27 23 (100.0) (86.7) (8.0) (4.5) (30.1) (44.1〕 (13.3) (7.2〕 (6.1) 
第 1種 11 10 2 1 7 1 1 45 (100.0〕 (90.0〕 (18.2) (9.1〕 (63.6) (9.1) (9.1〕
年 第 2種 313 290 36 10 74 170 23 3 20 (100.0) (92.7) (11.5) (3.2) (23.6〕 (54.3) (7.3) (0.9) (6.4) 
50 第 1種
年 第 2種 301 264 95 6 163 37 5 32 (100.0) (87.7) (31. 6) (2.0) (54.2) (12.3) 〔1.7) (10.6) 
資料：前表に同じ
第 1-11表 就業状態別世帯員数 く人， %〕
農業だけ 農業とその他の仕事に従事 その他の仕事 仕事に
に従事 農業が主 ｜ 仕そ事のが他主の だけに従事 従事せず
男 754(100.0) 60( 8.0) 93(12.3〕 455(60.3〕 86(11.4) 60( 8.0) 
昭和35年 女 836(100.。〉 551(65.9) 28( 3.3) 28( 3.3) 10( 1.2) 219(26.2) 
計 1,590(100.0) 611(38.4) 121( 7.6) 483(30.4) 96( 6.0) 279(17.5) 
男 663(100.0) 32( 4.8〕 12( 1.8) 474(71.5) 97(14.6) 48( 7.2〕
40年 女 748(100.0) 319(42.6) 126(16. 8) 195(26.1) 22( 2.9) 86(11. 5) 
計 l,411(100.0) 351(24.9) 138( 9.8) 669(74.4〕 119( 8. 4) 134( 9.5) 
男 517(100,0) 36( 7.0) 10( 1. 9) 413(79.9) 31( 6.0) 27( 5.2) 
45年 女 598(100.0) 211(35.3) 48( 8.2) 262(43.8〕 7( 1.2〕 70(11. 7) 
言十 1,115(100.0) 247(22.2) 58( 5.2) 675(60.5〕 38( 3.4) 97( 8.7) 
男 511(100.0) 36( 7.0〕 400(78.3) 20( 3. 9) 55〔10.8)
50年 女 565(100.0) 162(28. 7) 15( 2.7〕 295(52.2〕 12( 2.1〕 81(14.3〕
言十 I，ぴ76(100.0) 198(18.4) 15( 1.4) 695(64.6) 32( 3.0) 136(12.6) 
資料：前表に同じ
~ 38ー 北陸における一山村社会の変動と住民の生活（その 1)
の他の仕事（兼業）の両方に従事するもののうち，農業が主なるものは， 35年にすでに男子が12.3
Z，女子が3.3%と非常に低率を示しているが， その後， 40年に女子の比率がかなり高まっている
としても，やはり， その数を一層減じて， 50年には男子は皆無，女子も僅か 2.7%に低落してい
る。それに対して，農業にも従事ナるが，その他の仕事（兼業）が主なるものは， 35年には女子は
3.3%にすぎないが， 男子では60%余りと半ばを越えており， それが更にその後増加傾向を辿り，




















第 1一12表 農業に主として従事した年齢別役帯員数 （人，%）
計 16～19歳 20～29 30~39 1 40～49 1 50~59 1 60~64 I峨以上
日百 男 44(100.0) 2( 4.5) 1( 2. 3) 4( 9.1〕 9(20.5〕 9(20.5) 19(43.2) 
軍日 女 445(100.0) 1( 0.2) 39( 8.8) 80(18.0) 88(19.8) 105(23.6) 59(13.3〕 73(16.4) 40 
年 言十 489(100.0) 1( 0.2) 41( 8.4) 81(16. 7) 92(18.8) 114(23.3) 68(13.9) 92(18.8) 
男 46(100.0) 2( 4.3) 2( 4.3) 1( 2.2) 4( 8. 7) 2( 4.3) 7(15.2) 28(60.9) 
45 女 259(100.0〕 1( 0. 4) 7( 2.7〕 22( 8.5) 43(16.6) 71(27.4) 41(15.8) 74(28.6〕年
言十 305(100.0)1 3( 1.0〕 9( 3.0) 23( 7.5) 47(15.4) 73(23.9) 48(15.7) 102〔33.4)
男 36(100.0) 11〔30.6) 1( 2.8) 2( 5.6) 1〔2.8) 4(11.1) 17(47.2) 
50 女 177〔100.0) 10( 5.6) 6( 3.4) 3( 1. 7) 15( 8.5) 46(2陪.o〕 28〔15.8) 69(39.0) 年
言十 213(100.0) 21( 9.9) 7( 3.3) 3( 1.4) 17( 8.0) 47(22.1〕 32〔15.0) 86(40.4) 
資料：前表に同じ
北陸における一山村社会の変動と住民の生活（その 1) - 39一





販売なし両辰副 3～10I 1ト 20I 20~30 













32焔 I 103 I 77 I 
(loo.o) I C3L6) I (23.6) I 
昭和50年
総農家数 ｜ 販売なし I 7万円未満
3021 1121 81 
(100.0〕I (37.1〕I c2.6) I 
資料：前表に同じ
5～却 1 20～印 1 50～叩 I 7ト 100i 10ト 150[ 150~200 
J〕｜ぬ｜（。；〕 I (0.あI co.~） I c。；〕
(3~ 司150～200 (0.3〕
第 1-14表 農産物販売収入1位の部門別農家数 （戸，%〉
し、 ね 雑い も類穀 野菜類i完の他お｜養 豚｜主吋｜養 蚕 Z十まめ
昭和40年 123 19 3 1 20 2 168 (73.2) (11.3) (1.8) (0.6) (11. 9) (1.2〕 (100.0) 
45年 200 1 1 20 1 223 (89.7) (0.4) (0.4〕 (9.0) (0.4) (100.0) 
50年 185 2 2 1 190 (97.4〕 (1.1) (1.1) (0.5) (100.0) 
資料：前妻に同じ













































するもの 12.5%, 「好きな仕事だからやめないJとするものが11.8%となっており， 「その他」は
上記の項目には該当しないが， 「この村に住んでいる以上農業をしないわけにはゆかぬ」など， 何
らかの形で農業をやりたいとかやらざるをえないとするもので， 19.4%も存在している。
j躍における一山村社会の変動と住民の生活（その 1) - 41ー
第 1ー 15表 農業をこれからどうしたらよいと考えるか く入． %) 
れ模をも鉱て，ーョ商大，と経力品し生たを営規入産い 現状のまきまや 縮小してやっ 全部やめて わからない lロ>. 言十っていたい ていきたい しまいTこい 無 答
男 3 (18.8) 10 (62.5) 1 ( 6.3) 1 ( 6.5) 1 ( 6.3) 16 (100.0) 
利 賀 女 1 ( 2.8〕 24 (66.7) 6 (16.7) 5 (13.9) 36 (100.0〕
計 4 ( 7.7) 34 (65.4) 7 (13.5) 6 (11.5) 52 (100.0) 
男 3 (75.0) 1 (25.0) 4 (100.0) 
大勘場 女 1 (12.5) 6 (75.0) 1 (12.5) 8 (100.0) 
言十 1 ( 8.3〕 9 (75.0) 2 (16.7) 12 (100.0) 
男 2 (18.2) 8 (72.7) 1 ( 9.1) 11 (100.0) 
上百瀬 女 1 ( 3.4) 10 (34.5) 1 ( 3.4) 17 (58.6) 29 (100.0〕
言十 3 ( 7.5) 18 (45.0) 1 ( 2.5) 1 ( 2.5) 17 (42.5) 40 (100.0) 
男 4 (18.2) 13 (58.1) 2 ( 9.1) 1 ( 4.5) 2 ( 9.1) 22 (100.0) 
百瀬川 女 3 ( 8.6) 25 (71.4) 7 （却.0) 35 (100.0) 第 一
計 7 (12.8) 38 (66.7) 2 ( 3.5) 1 ( 1.8〕 9 (15.8) 57 (100.0) 
男 4 (40.0) 5 （印.0) 1 (10.0) 10 (100.0) 
百瀬川 女 3 (25.0) 7 (58.3) 1 ( 8.3) 1 ( 8.3〕 12 (100.0) 第 一
計 7 (31. 8) 12 (54.5〕 1 ( 4.5) 2 ( 9.1) 22. (100.0) 
16～29才 1 (25.0) 1 (25.0) 1 (25.0) 1 (25.0) 4 (100.0) 
男 30～39 2 (18.2) 8 (72.7) 1 ( 9.1) 11 (100.0) 
40～49 6 (31.6) 10 (52.6) 3 (15.8) 19 (100.0) 
50～59 4 (19.0〕 13 (61. 9) 1 ( 4.8) 3 (14.3) 21 (100.0) 
子 60才以上 7 (87.5) 1 (12.5) 8 (100.0) 
言十 13 (20.6) 39 (61.9) 4 ( 6.5) 3 ( 4.8) 4 ( 6.3) 63 (100.0) 
16～29才 1 (25.0) 2 (50.0〕 1 (25.0) 4 (100.0) 
女 30～39 4 (12.5) 16 (50.0〕 3 ( 9.4) 2 ( 6.3) 7 (21.9) 32 (100.0) 
40～49 2 ( 5.3) 23 (60.5) 2 ( 5.3) 11 (28.9) 38 (100.0) 
50～59 20 (80.0) 2 ( 8.0) 3 (12.0) 25 (100.0) 
子 60才以上 2 ( 8.5) 11 (52.4〕 8 (38.1) 21 (100.0) 
計 9 ( 7.5) 72 (60.0) 7 ( 5.8) 2 ( 1.7) 30 (25.0〕 120 (100.0) 
16～29才 2 (25.0) 3 (37.5) 1 (12.5) 1 (12.5) 1 (12.5) 8 (100.0) 
メ口>. 30～39 6 (14.0) 24 (55.8) 3 ( 7.0) 2 ( 4.7) 8 (18.6) 必 (100.0〕
40～49 8 (14.0) 33 (57.9) 5 ( 8.8) 11 (19.3〕 57 (100.0) 
50～59 4 ( 8.7) 33 (71.7) 2 ( 4.3) 1 ( 2.2) 6 (13.0) 46 (100.0) 
計 60才以上 2 ( 6.9〕 18 (62.1) 1 ( 3.4) 8 (27.0) 29 (100.0) 
計 22 (12.0) 111 (60.0) 11 ( 6.0) 5 ( 2.7) 34 (18.6) 183 (100.0) 
注：農業従事者について




















第 1ー 16表 農業以外によい収入があれば農業をやめたいと思うか （人，%）
号ιμ室な仕事｜｜君配緯だかヂら 土な地しを手ば わからない性,glj年齢 やめてよい らやめ キ てまで その他 よ口" 言十
ない めない
やめたくな 無答L、
男 2 3 6 I 2 14 
女 5 5 IO 4 3 4 31 
E十 7(15.6) 8(17.8) 16(35.6) 5(11. I〕 5(11.1) 4( 8.0) 45(100.0) 
男 1 2 3 
女 1 1 2 1 2 7 
計 1(10.0) 1(10.0) 2(20.0) 2(20.0〕 4(40.0〕 10〔100.0)
男 3 4 2 1 1 11 
女 1 8 1 1 11 
Z十 4(18.2) 12(54.5) 2( 9.1) 2( 9.1) 2( 9.1) 22(100.0) 
男 11 1 3 3 1 19 
女 10 4 3 3 8 28 
言十 21(44.7) 4( 8.5) 4( 8.5) 6(12.8) 11(23. 4〕 1( 2.1) 47(100.0〕
男 3 1 2 3 9 
女 1 1 2 3 4 11 
言十 1( 5.0〕 4(20.0) 3(15.0) 3(15.0〕 6(30.0) 3(15.0) 20(100.0) 
男 附 8.6)I 制 7)I 仰 4)I 102.5) I 附 7.9〕｜ 5( 8.9) 1 則 00.0)
附 o.5)I 山 2.5)I 山 2.5)1 ぽ却5)I 5( 5. 7) 1 8蜘 0.0)
男女合計
16～29才 3(50.0) 2(33.3) 1(16. 7) 6(100.0〕
30～39 6(18.2) 3( 9.1〕 9(27.3) 5(15.2〕 7(21.2) 3( 9.1〕 33(100.0) 
40～49 12(26. l〕 5(10.9) 11(23.9) 9(19.6〕 7(15.2) 2( 4.3〕 46(100.0) 
50～59 9(23.1〕 7(17.9〕 9(23.1) 2( 5.1) 7(17.9) 5(12. 8) 39(100.0) 
60才以上 4〔20.0〕 2(10.0) 6(30.0〕 2(10.0) 6(30.0〕 20(100.0) 
















第2-1表にみる如く， 46年の時点で， 5部落全体では 94%余りのものが最近10年位の聞に村の
生活が大きく変わったことを認めており， 「変化なし」とするものは僅か 2.4%, 「わからない」














「道路の整備」 「道路の開通」等で， 「変化あり」と回答したもの 271人中50人のものがあげてい
る。更に，実際には「道路のよくなった」こととも深く関連していると思われるが， 「交通が便利











変作あり 変化なし わからない l口'- 言十無 答
男 32 (94.1) 2 (5.9) 34 (100.0) 
手リ 賀 女 45 (93.8) 3 (6.3) 48 (100.0) 
計 77 (93.9) 5 (6.1) 82 (100.0) 
男 11 (91. 7) 1 (8.3) 12 (100.0) 
大 勘 場 女 15 (100.0〕 15 (100.0) 
計 26 (96.3) 1 (3.7) 27 (100.0) 
男 33 (97.1) 1 (2.9) 34 (100.0) 
と 百 瀬 女 40 (95.2〕 2 (4.8) 42 (100.0) 
言十 73 (96.1) 3 (3.9) 76 (100.0) 
男 31 (91.2) 1 (2.9) 2 (5.9) 34 (100.0) 
百瀬川第一 女 40 (90.9) 2 (4.5) 2 (4.5) 44 (100.0) 
71 (91.0) 3 (3.8) 4 (5.1) 78 (100.0) 
男 12 (100.0) 12 (100.0) 
百瀬川第二 女 12 (100.0) 12 (100.0) 
言十 24 (100.0) 24 (100.0〕
16～ 29才 14 (87.5) 1 (6.3) 1 (6. 3) 16 (100.0) 
男 30～ 39 25 (96.2) 1 (3.8) 26 (100.0) 
40～ 49 35 (92.1) 1 (2.6) 2 (5.3〕 38 (100.0〕
50～ 59 28 (100.0) 28 (100.0) 
子 60才以上 17 (94.4) 1 (5.6) 18 (100.0) 
百十 119 (94.4) 3 (2.4) 4 (3.2) 126 (100.0) 
16～ 29才 16 (88. 9〕 1 (5.6) 1 (5.6) 18 (100.0) 
女 30～ 39 37 (97.4) 1 (2.6) 38 (100.0) 
40～ 49 49 (96.1) 2 (3.9) 51 (100.0) 
50～ 59 27 (90.0) 2 (6. 7) 1 (3.3) 30 (100.0) 
子 60才以上 23 (95.8) 1 (4.2) 24 (100.0) 
Z十 152 (94.4) 4 (2. 5) 5 (3.1) 161 (100.0) 
16～ 29才 30 (88.2) 2 (5.9〕 2 (5.9) 34 (100.0) 
l口'- 30～ 39 62 (96.9) 2 (3.1〕 64 (100.0) 
4ο ～ 49 84 (94.4) 1 (1.1) 4 (4.5) 89 (100.0) 
50～ 59 55 (94.8) 2 (3.4) 1 (1. 7〕 58 (100.0) 
計 60才以上 40 (95.2) 2 (4.8) 42 (100.0〕
計 271 (94.4) 7 (2.4) 9 (3.1) 287 (100.0) 
北陸における一山村社会の変動と住民の生活〈その 1) - 45ー
第2-2表 最近10年位の間にこの村の生活で最も大きく変った点
利賀 百瀬川第一百瀬川第二 総計
男女計 男女計男女計 男女計 男女計 男女計
道路がよくなった，道路の整備・開通等 6 12 18 2 1 3 9 8 17 5 5 10 2 2 24 26 50 
交通が便利になった，よくなった等 3 3 6 2 3 5 5 3 8 7 8 15 3 2 5 20 19 39 
自動車の増加・普及 2 2 4 2 6 2 2 8 2 10 
冬期の除雪による交通の確保 1 1 2 1 3 1 1 2 1 1 5 2 7 
村営パスの運行 1 1 1 1 2 2 
電話の普及 1 1 1 1 1 1 2 
水道の普及 1 1 1 1 1 1 2 1 3 
ガス・石油等の燃料の普及 2 2 2 2 
電化製品の普及 4 1 5 1 2 3 1 1 2 2 1 1 7 5 12 
農業・建設業の作業の機械化 2 2 1 1 1 1 4 4 
土る木仕工事事の，増家加内工業， 内職等村内におけ 7 7 3 6 9 1 7 8 2 2 6 20 26
農業の衰退，減反等 1 1 2 3 3 1 4 5 
現金収入の増加，収入の安定 3 2 5 1 1 2 1 2 3 1 1 5 5 10
支出の増加，生活費が高くつく 2 2 1 1 1 1 2 1 4 5 
生活，生活様式が変った 3 4 7 1 1 2 2 4 2 2 2 2 4 7 11 18 
生活が文化的，都市的になった 2 2 1 1 2 2 4 4 7 2 9 
生活水準が高くなった，豊かになった 6 1 7 1 1 3 2 5 1 2 3 1 1 12 5 17 
生活が派手，ぜいたくになった 1 3 4 3 3 5 6 11 3 4 7 2 2 9 1827 
食生活が変った，よくなった 3 5 8 2 3 5 2 9 11 3 6 9 2 5 7 12 28 40 
衣服が変った，よくなった 1 2 3 1 1 1 5 6 2 5 7 2 2 5 14 19 
住居の変化，新築，改築等 3 10 13 2 2 10 17 27 3 2 5 1 1 16 30 46 
予供の進掌の増加 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 3 5 
学校の改築 2 1 3 2 1 3 
人口減少，人口流出，過疎等 2 2 1 1 2 1 1 8 9 17 3 1 4 15 11 26 
ダ ム 工 事 1 1 2 1 1 2 
外来者多くなる 1 1 1 1 
人間が勝気になった 1 1 1 1 
近所づきあいも金銭的なもの必要になる 1 1 1 1 
部落の発展性なくなった 1 1 1 1 
園 場 整 備 1 1 1 1 
そ の 他 1 1 2 1 1 1 1 2 1 3 4 1 1 3 6 9 
































































普及」 (2人）， 「水道の普及」 (3人〉， 「ガス・石油等の燃料の普及」 (2人〉をあげるもの
もあるが， 「電化製品の普及Jをあげるものが12人と，かなり多くなっている。 このような電化製
品をはじめとする， いわゆる耐久消費財等の使用もまた特にこの10年間位の聞に急速に拡大し，村







- 48 ~ 北陸における一山村社会の変動と住民の生活（その1〕
第2-3表 耐久消費財等の利用状況（項目別利用戸数） （戸，%〕
部 落 ステンレ 電 話 ガス湯 応 接 ノレーム・ ステレオス流し台 沸 器 セット グー ラー 電気毛布テレビ
手リ 賀 37 37 9 5 22 19 7 (92.5〕 (92.5〕 (22.5) (12.5) (55.0) (47.5〕 (17.5〕
大 勘 場 6 9 1 1 8 7 3 (76.2) (69.2) ( 7.7) ( 7.7) (61.5〕 (53.8) (23.1) 
上 百 瀬 20 26 5 2 1 23 10 5 (62.5) (81.3) (15.6) ( 6.3) ( 3.1) (71. 9) (31. 3) (15.6〕
百瀬川第一 22 32 7 5 19 14 7 (68.8) (100.0) (21.9〕 (15.6) (59.4) (43.8) (21. 9) 
百瀬川第二 9 11 1 5 1 (81.8〕 (100.0) ( 9.1〕 (45.5) ( 9.1) 
l日込 3十 94 115 22 14 1 77 51 22 (73.4) (89.8) (17.2〕 (lo. 9) ( 0.8) (60.2) (39.8) (17.2) 
部 落 ｜ピアノ｜イ ガス冷蔵庫こたつストー
手リ 賀 6 18 40 14 39 38 40 (15.0) (45.0) (100.0) (35.0) (97.5〕 (95.0) (100.0) 
大 勘 場 8 4 13 10 13 13 13 (61. 5) (30.8) (100.0) (76.9) (100.0) (100.0) (100.0〕
上 百 瀬 1 8 24 32 24 30 30 32 ( 3.1) (25.0) (75.0) (100.0) (75.0) (93.8) (93.8) (100.0) 
百瀬川第一 16 19 32 22 30 27 32 (50.0) (59.4〕 (100.0〕 (68.8) (93.8) (84.4) (100.0) 
百瀬川第二 6 3 11 9 11 11 11 (54.5) (27.3) (100.0) (81.8〕 (100.0) (100.0〕 (100.0〕






























































生活たしがやすあくな 生活しやすくな わからない l口>. 計っ点る った点はない 無 答
男 23 (67.6) 5 (14.7) 6 (17.6) 34 (10.00) 
利 賀 女 38 (79.2) 4 (8.3) 6 (12.5) 48 (100.0) 
言十 61 (74.4) 9 (11.0) 12 (14.6) 82 (100.0) 
男 9 (75.0) 3 (25.0) 12 (100.0) 
大 勘 場 女 15 (100.0) 15 (100.0) 
計 24 (88.9) 3 (11.1) 27 (100.0) 
男 27 (79.4〕 4 (11.8) 3 (8.8) 34 (100.0) 
上 百 瀬 女 39 (92. 9) 2 (4.8) 1 (2.4〕 42 (100.0) 
計 66 (86.8) 6 (7. 9) 4 (5.3) 76 (100.0) 
男 25 (73.5〕 6 (17.6) 3 (8.8) 34 (100.0) 
百瀬川第一 女 35 (79.5) 3 (6.8) 6 (13.6) 44 (100.0) 
計 60 (76.9) 9 (11.5) 9 (11.5) 78 (100.0) 
男 12 (100.0) 12 (100.0) 
百瀬川第二 女 12 (100.0) 12 (100.0〕
言十 24 (100.0) 24 (100.0) 
16～ 29才 12 (75.0) 1 (6.3) 3 (18.8) 16 (100.0) 
男 30～ 39 18 (69.2) 5 (19.2〕 3 (11. 5) 26 (100.0) 
40～ 49 31 (81.6) 6 (15.8) 1 (2.6) 38 (100.0〕
50～ 59 22 (78.6) 3 (10.7) 3 (10.7) 28 (100.0〕
予 60才以上 13 (72.2) 3 (16.7) 2 (11.1) 18 (100.0) 
計 96 (76.2) 13 (14.3) 12 (9. 5) 126 (100.0) 
16～ 29才 16 (88. 9) 1 (5.6) 1 (5.6) 18 (100.0) 
女 30～ 39 34 (89.5) 2 (5.3) 2 (5.3) 38 (100.0) 
40～ 49 45 (88.2) 3 (5.9) 3 (5.9) 51 (100.0) 
50～ 59 23 (76.7) 2 (6.7) 5 (16. 7) 30 (100.0) 
子 60才以上 21 (87.5) 1 (4.2) 2 (8.3) 24 (100.0) 
計 139 (86.3) 9 (5.6) 13 (8.1) 161 (100.0) 
16～ 29才 28 (82.4) 2 (5.9) 4 (11.8) 34 (100.0) 
i口'>. 30～ 39 52 (81.3) 7 (10. 9) 5 (7.8〕 64 (100.0) 
40～ 49 76 (85.4) 9 (10.1) 4 (4.5) 89 (100.0) 
50～ 59 45 (77.6〕 5 (8.6) 8 (13. 8〕 58 (100.0) 
計 60才以上 34 (81.0) 4 (9.5〕 4 (9.5) 42 (100.0) 
言十 235 (81. 9) 27 (9.4) 25 (8.7) 287 (100.0) 
北陸における一山村社会の変動と住民の生活（その 1) - 51一
第2-5安 最近10年位の間にこの村で、生活しやすくなった点
利賀 百瀬川第一
男女計 男女計男女計 男女計 男 男女計
道路がよくなった，道路の整備・開通 8 5 13 2 2 2 6 8 2 2 4 1 1 2 13 16 29 
交通が便利になった，よくなった 4 4 8 2 3 5 6 8 14 5 8 13 1 1 2 18 24 42 
自動車の普及 2 1 3 1 1 2 2 1 3 5 3 8 
冬期の除雪による交通の確保 4 3 7 1 1 2 2 4 4 4 6 10 16 
電話の普及 2 3 5 1 1 1 1 1 1 1 1 2 5 5 10 
水道の普及 1 1 2 2 1 1 1 3 4 
電気・ガス・石油の使用 1 3 4 1 4 5 1 4 5 1 1 1 1 4 12 16 
電化製品の普及 1 1 2 5 7 2 7 9 3 3 1 1 2 616 22 
農業・建設業等の作業の機械化 2 2 1 1 1 4 5 2 3 5 1 1 4 10 14 
家事その他婦人の重労働の軽減 2 2 2 2 4 4 
医療，衛生事情の改善 1 2 3 1 1 1 3 4 
公共施設の完備 2 2 2 2 
土る仕木工事，家内工業，内職等村内におけ
事の増加 2 1 3 1 1 2 4 1 5 2 4 6 2 2 11 7 18 
現金収入の増加，収入の安定 3 3 6 2 2 4 6 10 7 3 10 1 1 16 13 29 
経済的に豊かになる，余裕がでる 2 2 1 1 3 1 4 2 2 5 4 9 
物資が豊かになった 1 2 3 1 1 2 1 3 1 1 3 5 8 
いつでも日常必需品が簡単にすぐに手に 5 5 2 2 4 1 5 6 6 6 3 1 4 6 19 25 入るようになる
食生活がよくなる 1 9 10 1 2 3 3 3 1 2 3 1 3 4 4 19 23 
衣服の面がよくなる 1 4 5 1 1 2 1 1 2 2 1 1 2 9 11
新築・改築等住居がよくなる 5 5 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1 2 9 11
回の拡大，技術改良による米の収量の増 2 2 4 1 1 3 2 5 大
テレビにより世間のことがわかり，意識 2 2 1 1 3 3 が変化
人のことを干渉しなくなった 2 2 2 2 
封建的なところがな少くなった 1 1 1 1 
全般的によくなる，便利になる 1 1 2 2 1 3 3 2 5 
冬期間の失業保険 1 1 1 1 2 1 2 3 
文化的，都市的になる 1 1 1 1 2 2 
労働時間にけじめがつく 1 1 1 1 
園 場 整 備 1 1 1 1 









「道路がよくなった， 道路の整備・開通」である。 交通事情に関しては， その他「冬期の除雪に











入るようになった」 (25人〉とするもので， 「物資が豊かになった」 (8人〉というのもこの範曙
に入れると合計33人になる。 更に，先に最も大きく変った点として多数のものがあげていた「食生
活がよくなる」とするものも，ここにおいても23人があげており， 物的生活面の改善に関連するも











くあげているとしても， その他の，特に「電気・ガス・石油の使用」 「電化製品の普及」 「作業の
機械化」 「日常必需品が簡単にすぐ入手できる」 「食生活，衣服の面，住居がよくなった」等は庄
倒的に女子の方が多くあげているのが目をヲ！く。 このように最近の村の生活の変化は，男子よりも

































に，年齢階層別にみると， 「生活しにくくなった点がある」とするものは， 16～29歳， 30～39歳，
及び60歳以上層で高率を示し， 40歳， 50歳代で低率となっている点が認められる。 40歳代や50歳代
の住民はかつての苦難の多い不便な生活と比べて， 最近の生活が生活しにくくなったとし、う不満は
それだけ相殺されるとでもいえるのであろうか。 それに対して60歳以上の老人層では，余りにも君、







第 2-6表 最近10年位の聞に生活しにくくなった点があるか CA,%) 
生活しにあくくな 生活しにくくな わからない メ口台、 計っ7こ点がる った点はない 無 答
男 13 (38.2) 10 (29.4〕 11 (32. 4) 34 (100.0) 
手リ 賀 女 25 (52.1) 17 (35.4) 6 (12. 5〕 48 (100.0) 
38 〔46.3) 27 (32.9) 17 (20.7) 82 (100.0) 
男 8 (66. 7〕 4 (33.3) 12 (100.0) 
大 勘 場 女 7 (46.7〕 7〔46.7) 1 (6.7) 15 (100.0) 
計 15 (55.6) 11 (40.7〕 1 (3.7) 27 (100.0) 
男 26 (76.5) 4 (11.8) 4 (11. 8〕 34 (100.0) 
上 百 瀬 女 24 (57.1〕 15 (35.7) 3 (7 .1) 42 (100.0) 
E十 50 〔65.8) 19 (25.0) 7 (9.2) 76 (100. 0〕
男 14 (41.2) 17 (50.0) 3 (8.8) 34 (100.0) 
百瀬川第一 女 20 (45.5〕 17 (38.6〕 7 (15. 9) 44 (100.0) 
言十 34 (43.6) 34 (43.6) 10 (12.8) 78 (100.0) 
男 6 (50.0) 6 (50.0) 12 (100.0) 
百瀬川第二 女 3 〔25.0〕 6 (50.0) 3 (25.0〕 12 (100.0) 
計 9 (37.5) 12 (50.0) 3 (12.5) 24 (100.0〕
16～ 29才 9 (56.3〕 4 (25.0) 3 (18.8〕 16 (100.0) 
男 30～ 39 18 (69.2) 3 (11.5) 5 (19.2) 26 (100.0) 
40～ 49 18 (47.4) 13 (34.2〕 7 (18.4〕 38 (100.0〕
50～ 59 13 (46.4) 13 (46.4) 2 〔7.1〕 28 (100.0〕
子 60才以上 9 (50.0) 8 (44.4) 1 (5.6〕 18 (100.0) 
計 67 (53.2) 41 (32. 5) 18〔14.3) 126 (100.0) 
16～ 29才 11 (61.1) 5 (27.8) 2 (11.1) 18 (100.0) 
女 30～ 39 22 (57.9〕 12 (31.6) 4 (10.5〕 38 (100.0) 
40～ 49 22 (43.1〕 23 (45.1〕 6 (11.8) 51 (100.0) 
50～ 59 10 (33.3) 13 (43.3) 7 (23.3) 30 (100.0) 
子 60才以上 14 (58.3) 9 (37.5) 1 (4.2) 24 (100.0) 
計 79 (49.1〕
官 ’..・
62〔38.5) 20 (12.4) 161 (100.0) 
16～ 29才 20 (58.8) 9 (26.5) 5 (14. 7) 34 (100.0) 
メ口斗 30～ 39 40 (62.5) 15〔23.4) 9〔14.1) 64 (100.0) 
40～ 49 40 (44.9) 39 (40.4) 13 (14.9) 89 (100.0) 
50～ 59 23 (39.7〕 26 (44.8〕 9 (15.5) 58 (100.0) 
言十 60才以上 23 (54.8〕 17 (40.5) 2 (4.8) 42〔100.0〕
言十 146 (50. 9) 
- ・-『F’司E ’ト耐．
103 (35.9) 38 (13.2) 287 (100.0) 
北陸における一山村社会の変動と住民の生活（その 1) - 55ー





る」 「生活水準向上，生活が豊かになり現金収入が必要」 「便利になって，現金収入必要」 「消費
第 2ー 7表 最近10年位の間にこの村で生活しにくくなった点
利賀 総計
男女計 男女計男女計 男女計男女計 男女計
出費がかさむ，金がかかる，支出が多い 1 4 5 4 2 6 5 9 14 3 3 13 15 28 
物価が高い 1 4 5 6 6 12 1 1 2 2 2 8 13 21 
現金収入が必要になった 4 4 1 1 1 4 5 2 2 1 1 2 11 13
生金活ががはで，現あるいはぜ必い要たくになり，
かかる， 金収入 2 1 3 2 2 1 1 2 4 6 
生活必水要準向上，生活が豊かになり現金収
入が 2 2 1 2 3 3 2 5 
便利になったが現金収入必要 1 1 1 1 2 2 1 3 
消費の宣伝により現金の必要増大 1 1 1 1 1 1 2 
金のい何る生事活もになった，金中心の世にな，
った， 金である 2 2 1 1 1 2 3 1 5 6 
現金暇収が入のために，き余み計働かねばならぬ，
余 ない，過労 3 3 3 4 7 3 7 10
仕ね事ばにおわれる，多忙で過労，年中働か
ならない 1 1 3 3 6 1 1 5 3 8 
嫁，女も家をあけて働かねばならぬ 1 1 1 1 2 2 
せかぜかしてのんびち着りでなきない，時間的
ゆとりがない，落 かい 1 1 1 1 2 2 4 3 2 5 6 5 11
生活がはで，ぜいたくになりすぎる 3 3 3 1 4 3 4 7 
見栄をはる，まわりを気にする 3 1 4 1 1 2 1 1 1 1 5 3 8 
交際費がかかる 2 2 1 2 3 1 4 5 
冠婚葬祭がはでになる 1 1 1 1 2 2 
子供の教育費がかかる 1 1 1 1 1 1 2 2 2 4 
人口の減少，若い人の減少，過疎現象 1 1 1 1 2 4 6 3 1 4 6 6 12
利助け己主合義い的の崩に壊なる，共同精神がなくなる， 4 4 4 4 
人情味がなくなる 1 1 1 1 
以前より他人の事を干渉する 1 1 1 1 
書型さ，生活がよくなって，かえって生
にくくなった 2 2 2 2 
仕事の安定性がない 2 2 2 2 
人夫賃が高い 1 1 1 1 
そ の 他 1 1 3 3 1 1 4 1 5 









金収入が必要であり， 金がかかるのである。 住民の中には「収入が少ないのに， 出費がかさむ」
























労ぎみ」 (10人〉であり，また「仕事におわれ， 年中働かねばならず，多忙で過労」 (8人）とす
るもの，更に「嫁，女も家をあけて働かねばならぬ」 (2人〉と訴えるものもある。 かつては，女
性は家庭にいて，農業に従事するにすぎなかった•！） で、ある。ある30歳代の主婦は「経済的に追われ
・北陸における一山村社会の変動と住民の生活（その 1〕 - 57一
て，現金収入のために家が留守がちになり， 子供との話し合いの時聞が少なくなった」とも嘆いて
いる。 このような状況は，また「せかせかしてのんびりできない，時間的ゆとりがない，落ち着か
ない」 (11人）生活を生み出すのであり， 更に村人の心にも影響して， 「利己主義的になり，共同
精神がなくなり，助け合いの崩壊」 (4人〉をもたらし， 「人情味の喪失」 (1人〉にも通じてゆ
くのである。
















に「わからない，無答」 (3.1%）を加えると 18.8%で， 2割近くも否定も肯定もしないものが存
在していることにも注目しなければならない。
次に，この結果を部落別に比較してみると， 村の周辺部の百瀬川第二が約92%と最高率を示し，
次いで大勘場が81.5%, 上百瀬が78.9%, 百瀬川第ーが 78.2%と続き， 村の中心地である利賀が
ずっと低下して68.3%となっている。 また，男女別にみると，男子が73%であるのに対して，女子
が80.1%と先の「生活しやすくなった点があるか」との質問の回答と同様に， かなり高くなってい

















くらしょく くらしにく どちらとも わからない メ口斗 計なった くなった いえない 無 空ト立→ 
男 20 (58.8) 3 (8.3) 8 (23.5) 3 (8.8) 34(100.0) 
利 賀 女 36 (75.0) 9 (13.8) 3 〔6.3) 48(100.0) 
56 (68.3) 3 (3. 7) 17 (20. 7〕 6 (7.3) 82(100.0) 
男 9 (75.0) 1 (8.3) 2〔16.7) 12〔100.0)
大勘場 女 13〔86.7) 2 (13.3〕 15(100.0〕
3十 22 (81.5) 1 (3.7) 4 (14.8) 27(100.0) 
男 26 (76.5) 2 (5.9〕 5 (14. 7) 1 (2. 9) 34(100.0) 
上百瀬 女 34 (81.0〕 3 (7 .1) 5 (11. 9) 42(100.0) 
言十 60 (78.9〕 5 〔6.6) 10 (13.2) 1 (1. 3) 76〔100.0)
男 26 (76.5〕 1 (2.9) 7 (20.6〕 34(100.0) 
百瀬川第一 女 35 (79. 5) 2 (4.5) 6 (13.6〕 1 (2.3) 44(100.0) 
計 61 (78.2) 3 (3.8) 13 (16. 7) 1 (1. 3) 78(100.0) 
男 11 (91. 7) 1 (2. 9) 7 (20.6) 34(100.0) 
百瀬川第二 女 11 (91. 7) 2 (4.5〕 6 (13.6) 1 (2.3) 44(100.0〕
言十 22 (91. 7〕 3 (3.8) 13 (16. 7) 1 (1.3) 78(100.0〕
16～29才 7 (43.8) 8 (50.0) 1 (6.3) 16(100.0〕
男 30～39 16 (61.5) 2 (7.7) 6 (23.1〕 2 (7.7) 26(100.0) 
40～49 31 (81. 6) 2 (5.3) 5 (13.2) 38(100.0) 
50～59 23 (82.1) 2 (7.1) 2 (7 .1) 1 (3.6) 28(100.0) 
子 60才以上 15 (83.3) 1 (5.6〕 2 (11.1) 18(100.0) 
言十 92 (73.0) 7 (5.6) 23 (18.3) 4 (3.2) 126(100.0) 
16～30才 11 (61.1) 6 (33.3) 1 (5.6) 18(100.0) 
女 39～40 52 (84.2) 6 (15. 8) 38(100.0) 
49～50 41 (80.4) 2 (3.9〕 5 (8.8) 3 (5.9) 51(100.0) 
59～60 27 (90.0) 2 (6. 7) 1 (3.3) 30(100.0) 
子 11才以上 18 (75.0) 3 (12. 5) 3 (12.5) 24(100.0) 
言十 129 (80.1) 5 (3.1〕 22 (13. 7) 5 (3.1〕 161(100.0) 
16～29才 18 (52.9) 14 (41.2) 2 (5.9) 34(100.0) 
メ口斗 30～39 48 (75.0) 2 (3.1) 12 (18.8) 2 (3.1) 64〔100.0)
40～49 72〔80.9〕 4 (4.5) 10 (11.2) 3 (3.4) 89〔100.0)
50～59 50 (86.2) 2 (3.4〕 4 (6.9) 2 (3.4) 58(100.0) 
言十 60才以上 33 (78.6) 4 (9.5) 5 (11. 9) 42(100.0) 
E十 221 (77.0) 12 (4.2) 45〔15.7) 9 (3.1) 287(100.0) 







第2-9表 くらしむきはこれから年々よくなると思うか く入， %〕
｜ 思よくうなると ｜｜思変吋ういと I b~ ＜と思うなる いえない 無 計
男 19 (55.9〕 6 (17.6) 3 (8.8) 2 〔5.9) 4 (11.8) 34(100.0) 
利 賀 女 33 (68.3) 3 〔6.3) 1 (2.1〕 9 (18.8) 2 (4.2〕 48(100.0) 
52 (63.4) 9 (11.0〕 4 (4.9) 11 (13.4〕 6 (7.3) 82〔100.0〕
男 6 (50.0〕 3 (25.0〕 3 (25.0) 12(100.0〕
大勘場 女 4 (26.7) 3 (20.0〕 5 (33.3〕 1 (6. 7) 2 (13.3) 15(100.0) 
E十 10 (37 .o〕 3 (11.1) 8 (29.6) 4 (14.8〕 2 (7 .4) 27〔100.0)
男 23 (67 .6) 5 (14. 7〕 3 (8.8) 3 (8.8〕 34(100.0) 
上百瀬 女 30 (71.4) 4 (9.5) 2 (4. 8) 6 (14.3) 42(100.0) 
言十 53 (69. 7〕 9 (11.8) 5 〔6.6) 9 (11.8) 76(100.0) 
男 21 (61.8〕 5 (14.7) 4 (11.8〕 4 (11. 8〕 34(100.0) 
百瀬川第一 女 20 (45.5) 6 (13.6) 3 (6.8〕 13 (29. 5) 2 (4.5) 44(100.0) 
計 41 (52.6) 11 (14.1) 7 (9.0) 17 (21.8〕 2 (2.6) 78〔100.0)
男 10 (83.3) 1 (8.3) 1 (8.3〕 12(100.0) 
百瀬川第二 女 10 (83.3) 2 (16.7〕 12(100.0〕
言十 20 (83.3) 1 (4.2) 3 (12.5) 24(100.0〕
16～29才 11 (68.8) 3 (18.8〕 1 (6.3〕 1 (6.3) 16(100.0〕
男 30～39 15 (57.7) 4 (15.4) 6 (23.1) 1 (3.8〕 26(100.0) 
40～49 24 (63.2) 2 (5.3) 10 (26.3) 2 (5.3〕 38(100.0) 
50～59 20 (71.4) 6 (21.4) 1 (3.6) 1 (3.6) 28(100.0) 
子 60才以上 9 (50.0) 1 (5.6〕 3 (16.7) 4 (22.2) 1 (5.6) 18〔100.0)
言十 79 (62. 7) 16 (12.7) 14 (11.1〕 13 (10.3) 4 (3.2) 126〔100.0〕
16～29才 12 (66. 7) 2 (11.1) 3 (16. 7〕 1 (5.6) 18(100.0) 
女 30～39 28 (73.7) 3 (7.9) 4 (10.5) 2 (5.3) 1 (2.6) 38(100.0〕
40～49 32 (62.7) 5 (9.8) 1 (2.0〕 11 (21.6〕 2 (3.9) 51(100.0〕
50～59 18 (60.0) 2 (6.7) 2 (6. 7) 5 (16.7) 3 (10.0〕 30(100.0) 
子 60才以上 7 (29.2) 4 (16.7〕 1 (4.2) 12 (50.0) 24(100.0〕
百十 97 (60.2〕 16 (9.9) 11 (6.8) 31 (19.3) 6 (3. 7) 161(100.0) 
16～29才 23 (67.6) 5 (14. 7) 3 (8.8〕 2 (5.9〕 1 (2.9〕 34(100.0) 
l日">. 30～39 43 (67.2〕 7 (10. 9) 4 (6.3) 8 (12.5) 2 (3.1) 64(100.0) 
40～49 56 (62.9〕 7 (7.9〕 11 (12.4) 13 (14.6) 2 (2.2) 89(100.0) 
50～59 38 (65.5) 8 (15.8) 3 (5.2) 5 (8.6) 4 (6.9〕 58(100.0〕
言十 60才以上 16 (38.1) 5 (11.9) 4 〔9.5〕 16 (38.1) 1 (2.4) 42(100.0) 
計 176 (61.3) 32 (11.1) 25 (8.7〕 44 (15.3) 10 (3.5) 287(100.0) 












































と続き，上位を占めている。 その他「自由になる時聞が少ない」 (19.9%〕， 「税金が高すぎる」
(16.7%) ' 「収入が少なすぎる」， 「部落の古いしきたり」 05%）が10%台を占め， その他の
項目をかなり引き離している。 この調査結果を男女別にみると， 「医療施設の貧困Jは男子（45.2
%）と女子（44.1%）はほぼ同率でいずれも第1位を占めているが，男子では第2位が「町が遠く
て生活が不便だ」，次いで「子供の教育」 「自分や家族の健康」 「物価が高い」と 20%以上で続き
上位を占めている。それに対して，女子では第2位は「物価が高い」，次いで「自分や家族の健

























自分や家 自由にな 収入が少 物価が高 医療施設 世の中の 住宅事情
る時間が 景気が悪
族の健康 少ない なすぎる し、 の貧困 し、 が悪い
男 13 6 7 9 18 1 (38.2) (17.6) (20.6) (26.5) (52.9) (2.9) 
手リ 賀 女 16 15 7 24 25 1 (33.3) (31.6) (14.6〕 (50. 0〕 (52.1) (2.1) 
計 29 21 14 35 43 2 (35.4) (25.6) (17.1〕 (40.2〕 (52.4〕 (2.4) 
男 2 1 3 5 4 1 1 (16.7) (8.3) (25.0) (41.7) (33.3) (8.5) (8.3〕
大勘場 女 7 2 2 10 7 1 (46.7) (13.3〕 (13.3) 〔66.7) (46. 7) (6.7〕
言十 9 3 5 15 11 2 1 (33.3) (11.1) (18.5) (55.6) (40.7) (7.4) (3.7) 
男 9 5 9 12 18 1 1 (26.5) (14.7) (26.5) (35.3) (52.9) (2.9) (2.9) 
上百瀬 女 13 8 5 18 18 1 (31.0) (19.0) (11. 9) (42.9〕 (42.9) (2.4) 
計 22 13 14 30 36 1 2 (28.9) (17 .1) (18.4) (39.5) (47.4) (1.3) (2.6) 
男 8 6 1 4 12 1 (23.5) (17.6〕 (2.9〕 (11. 8) (35.3) (2.9) 
百瀬川 15 8 4 10 15 女 (34.1) (18.2) (9.1) (22.7) (34.1) 第
言十 25 14 5 14 27 1 (29.5) (17.9〕 (6.4) (17.9〕 (34.6) (1.3) 
男 2 3 4 1 5 2 (16. 7) (25.0) (33.3) (8.3) (41. 7) (16. 7) 
百瀬川 4 3 1 2 6 女 (33.3) (25.0) (8.3〕 (16. 7) (50.0〕第 一
百十 6 6 5 3 11 2 (25.0) (25.0) (20.8) (12.5) (45.8) (8.3) 
男 子 34 21 24 31 57 3 5 (27.0) (16. 7) (19.0〕 (24.6) (45.2) (2.4) (4.0) 
女 子 55 36 19 64 71 2 1 (34.2) (22.4) (11. 8) (39.8〕 (44.1) (1.2) (0.6) 
l口込
16～29才 11 13 5 8 12 1 (32.4) (38.2) (14.7) (23.5) (35.3) (2.9) 
30～39 20 17 7 26 34 1 3 (31.3) (26.6) (10. 9) (40.6) (53.1) (1.6) (4.7) 
40～49 35 21 18 34 33 1 1 (39.3) (23.6) (20.2) (38.2) (37.1〕 (1.1) (1.1) 
言十 50～59 16 4 6 18 33 2 (27.9) (6.9〕 (10.3〕 (31.0) (56.9) (3.4) 
60才以上 7 2 7 9 16 2 (16. 7) (4.8) (16. 7〕 (21.4) (38.1) (4.8) 
百十 89 57 43 95 128 5 6 (31.0) (19.9) (15.0) (33.1〕 (44.6) (1. 7) (2.1) 
北陸における一山村社会の変動と住民の生活（その1〕 - 63ー
不安に思うことはないか （人，%）
税金が高 農作物の 町が遠く 子供の教 部落の古 近し、所がづうきるあさ
値段が安 て生活が いしきた れくてやりき
その他 被調査者総数
すぎる L、 不便だ 育 り ない
4 3 8 12 5 2 2 34 
(11.8) (8.8〕 (23.5〕 (33.3) (14.7〕 (5.9) (5.9) (100.0) 
8 2 4 7 5 4 4 48 
(16. 7) (4.2) (8.3) (14.6) (10.4) (8.3) (8.3〕 (100.0) 
12 5 12 19 10 6 6 82 
(14.6) (6.1) (14.6〕 (23.2) (12.2〕 (7.3〕 (7.3) (100.0) 
2 1 4 5 4 1 12 
(16. 7) (8.3) (33.3) (41.7〕 (33.3) (8.3) (100.0) 
3 5 4 1 15 
(20. 0〕 (33.3) (26.7) (6.7) (100.0) 
5 1 9 9 4 2 27 
(18.5) (3. 7) (33.3〕 (33.3) (14.8) (7.4) (100.0) 
6 1 15 9 5 2 3 34 
(17.6) (2.9) (44.1) (26.5〕 (14.7〕 (5.9) (8.8) (100.0) 
8 14 14 9 3 1 42 
(19.0) 〔33.3) (33.3〕 (21.4) (7.1) (2.4) (100.0) 
14 1 29 23 14 5 4 76 
(18.4) (1.3) (38.2) (30.3) (18.4) (6.6) (5.3) (100.0) 
7 17 8 9 2 4 34 
(20.6) (50.0) (23.5) (26.5〕 (5.9〕 (11. 8) (100.0) 
9 1 12 10 5 2 44 
(20.5) (2.3) (27.3) (22.7) (11.4) (4.5) (100.0) 
16 1 29 18 14 2 6 78 
(20.5) (1.3) (37.2) (23.1〕 (17.9〕 (2.6) (7.7) (100.0) 
2 6 2 1 12 
(16. 7) (50.0〕 (16. 7) (8.3) (100. 0) 
1 1 5 3 12 
(8.3) (8.3) (41. 7) (25.0) (100.0) 
1 3 11 5 1 24 
(4.2〕 (12.5) (45.8〕 (20.8) (4.2〕 (100.0) 
19 7 50 36 24 6 10 126 
(15.1〕 (5.6) (39.7) (28.6〕 (19.0〕 (4.8) (7.9) (100.0) 
29 4 40 38 19 7 8 161 
(18.0) (2.5) (24.8) (23.6) (11.8〕 (4.3) (5.0〕 (100.0〕
5 14 10 14 1 2 34 
(14.7) (41. 2) (29.4) (41.2) (2.9〕 (5.9) (100.0) 
10 2 23 27 5 6 2 64 
(15.6) (3.1) (35.9〕 (42.2) (7.8) (9.4〕 (3.1〕 (100.0) 
20 3 27 20 19 3 3 89 
(22.5) (3.4) (30.3〕 (22.5) (21.3〕 (3.4) (3.4) (100.0) 
8 6 18 15 4 1 6 58 
(13.8) (10.3) (31. 0) (25.9) (6.9) (1.7) (10.3〕 (100.0) 
5 8 2 1 2 5 42 
(11.9) (19.0〕 (4.8) (2.4) (4.8) (11.9) (100.0) 
48 11 90 74 43 13 18 287 





備と交通 ・社会福 農業振興 林業振興 産業誘致 防災対策
対策 祉 健衛生
男 7 16 7 3 1 16 23 1 〔20.6) (47 .1) (20.6〕 (8.8) (2.9) (47 .1) (67.6) (2.9〕
手リ 賀 女 12 23 14 4 7 35 1 (25.0〕 (47.9〕 (29.2〕 (8.3) (14.6) (72.9) (2.1) 
計 19 39 21 7 1 23 58 2 〔23.2) (47.6) (25,6〕 (8.5) (1.2) (28.0) (70.7〕 (2.4) 
男 4 9 2 2 1 (33.3) 〔75.0) (16. 7) (16. 7) 〔8.3)
大勘場 女 3 8 1 1 3 9 1 (20.0) (53.3) (6. 7) (6.7〕 (20.0) (60.0) (6.7〕
計 7 17 1 1 2 5 10 1 (25.9) (63.0) (3.7) (3.7) (7.4) (18.5) (37 .0) (3.7) 
男 2 28 7 1 4 11 10 3 (35.3) (82.4) (20.6) (2.9) (11. 8) (32.4〕 (29.4) (8.8〕
上百瀬 女 10 26 5 3 1 10 27 2 (23.8) (61.9) 〔11.9) (7.1) (2.4) (23.8) (64.3) (4.8) 
計 22 54 12 4 5 21 37 3 (28.9) σ1.1〕 (15.8) (5.3) (6.6〕 (27.6〕 (48.7) (6.6) 
男 6 22 4 3 1 10 15 1 (17.6) (64. 7) (11.8〕 (8. 8) (2.9) (29.4) (44.1) (2.9) 
百瀬川 8 17 5 7 1 11 17 女 (18.2) (38.6) (11.4) (15.9) (2.3) (25.0) (38.6) 第 一
百十 14 39 9 10 2 21 32 1 (17.9) (50.0) (11.5) (12.8) (2.6) (26. 9) (41.0) (1.3) 
男 6 3 3 7 3 (50.0) (25.0〕 (25.0) (58. 3) (25.0) 
百瀬川 7 1 1 1 3 6 1 
一女 (58.3) (8.3) (8.3) (8.3) (25.0) (50.0) (8.3) 第 一
E十 13 4 4 1 10 9 1 (54.2) (16. 7〕 (16. 7) (4.2) 〔41.7〕 (37. 5) (4.2) 
男 子 29 81 21 10 8 46 52 5 (23.0〕 (64.3) (16.7) (7.9) (6.3) (36.5〕 (41.3) (4.0) 
女 子 33 81 26 16 3 34 94 5 (20.5〕 (50.3) (16.1) (9.9) (1.9) (21.1〕 (58.4〕 (3.1) 
止口為
16～29才 11 22 1 3 1 12 19 3 (32.4〕 (64. 7) (2.9〕 (8.8) (2.9) (35.3) (55.9) (8.8) 
30～39 23 41 6 4 1 20 37 1 (35.9) (64.1) (9.4) 〔6.3) (1.6〕 (31. 3) (57.8) (1.6) 
40～49 18 45 18 10 7 26 49 1 (20.2〕 (50.6) (20.2〕 (11.2) (7.9) (29.2) (55.1) (1.1) 
言十 50～59 6 38 11 7 2 13 27 3 (10.3) (65. 5) 〔19.0) (12. 1) (3.4) 〔22.4) (46.6) (5.2〕
60才以上 4 16 11 2 9 14 2 (9.5) (38.1) (26.2) (4.8) (21.4) (33.3〕 (4.8) 
言十 62 162 47 26 11 80 146 10 (21.6) (56.4) (16.4) 〔9.1) (3.8) (27.9) (50. 9) (3.5) 
北陸における一山村社会の変動と住民の生活（その 1) - 65一
もらし、 7こし、こと 〔入，%〕
生活環境 役場の事 犯罪・非 部落会の 部落再編 婦青年人会団そ・ 被調査者
住宅対策 の他サー 観光開発 その他
対策 務の改善 行の防止 強化 成 クルなど 総数
の援助
5 5 15 34 
(14.7) (14.7) 〔44.1) (100.0) 
3 1 3 3 7 2 48 
(6.3〕 (2.1〕 (6.3) (6.3〕 (14.6) (4.2〕 (100.0) 
9 1 3 5 3 盟． 2 82 
(9.8〕 (1.2) (3.7) (6.1) (3.7) (26.8) (2.4) (100.0〕
1 1 1 6 1 12 
(8.3) (8.3) (8.3) (50.0) (8.3) (100.0〕
1 2 7 15 
(6. 7) (13.3) (46.7) (100.0) 
1 1 1 1 2 13 1 27 
(3.7) (3.7) (3.7) (3.7) (7.4) (48.1) (3.7) (100.0) 
2 1 3 1 17 1 34 
(5.9) (2.9) (8.8) (2.9) (50.0) (2.9) (100.0) 
1 3 1 1 1 12 1 42 
(2.4) (7.1) (2.4) ' (2.4) (2.4) (28.6) (2.4) (100.0) 
1 3 2 2 4 2 29 2 76 
(1.3) (3.9〕 (2.6) (2.6) (5.3) (2.6) (38.2) (2.6) (100.0〕
2 1 1 3 9 1 34 
(5.9) (2.9) (2.9) (8.8〕 (26.5〕 (2.9) (100.0) 
1 1 1 2 1 1 5 44 
(2.3) (2.3) (2.3) (4.5) (2.3) (2.3) (11.4) (100.0) 
1 3 1 1 3 4 1 14 1 78 
(1.3) (3.8〕 (1.3) (1.3) (3. 8〕 (5.1) (1.3〕 (17.9) (1.3〕 (100.0) 
2 1 1 1 7 12 
(16. 7) (8.3) (8.3) (8.3) (58.3〕 (100.0〕
2 1 4 12 
(16. 7) (8.3〕 (33.3) (100.0) 
2 3 1 1 1 11 24 
(8.3) (12.5) (4.2) (4.2) (4.2) (45.8〕 (100.0) 
10 5 3 13 1 54 3 126 
(7.9) (4.0〕 (2.4) (10.3) (0.8) (42.9) (2.4) (100.0) 
4 3 1 2 6 2 7 35 3 161 
(2.5) (5.0) (1.6) (1.2〕 (3.7) (1.2) (4.3) (21. 7) (1.9) (100.0) 
1 3 1 3 3 12 1 34 
(2.9) (8.8) (2.9) (8.3) (8.8) (35.3〕 (2.9) (100.0) 
4 3 2 3 3 24 1 64 
(6.3) (4.7) (3.1〕 (4.7) (4.7) (37.5) (1.6) (1.000) 
3 6 2 1 5 4 1 28 1 89 
(3.4) (6. 7) (2.2) (1.1) (5.6) (4.5) (1.1) (31.5〕 (1.1) (100.0) 
3 1 1 3 1 15 3 58 
(5.2) (1.7〕 (1.7) (5.2) (1.7) (25.9) (5.2) (100.0〕
2 1 2 10 42 
(4.8) (2.4〕 (4.8) (23.8) (100.0) 
4 18 6 2 
(3.i) 
15 8 89 6 287 
(1.4〕 (6.3) (2.1) (0.7) (5.2) (2.8) (31.0) (2.1) (100.0〕















振興」 「生活環境対策」 「部落再編成」をあげるものがあるが， その比率は上記の事項に比べると
かなり大きく下まわっている。
ところで， この調査結果を男女別にみると， 男子では 1{立が「道路の整備と交通対策」 (64.3 
%) ' 2位が「観光開発」 (42.9%) ' 3位が「医療・保健衛生」 (41.3%) ' そのあと， 「産業
誘致J (36.5%) ' 「学校の整備と教育・青少年対策」 (23%）と続くのに対して， 女子では「医
療・保健衛生」 (58.4%）が1位で， 「道路の整備と交通対策」 (50.3%）が2位と高率を示し，
あと「観光開発j (21.7%) ' 「産業誘致j (21.1%) ' 「学校の整備と教育・青少年対策」と続
いている。 また， 部落別にみると順位も比率もかなり差異がみられる。 利賀では「医療・保健」
(70.7%〕が非常に多く， 「道路，交通対策」 「産業誘致」と続き， 「老人対策・社会福祉」が他
部落より高率になっているのが自につく。大勘場では， 1位が「道路，交通対策」 (63%〕，次い
で「観光開発J(48.1%）が多いのが注目され， 上百瀬でも「道路，交通対策」 (71.1%）が非常
に多く，次いで「医療・保健j 「観光開発」と続く。 また， 百瀬川第ーでは「道路，交通対策j
(50%) ' 「医療・保健」 (41%) ' 「産業誘致j (26.9%）が上位を占め， 百瀬川第二では「道














か」という質問を発してみた。 それに対する回答の結果は第 2-12表の如くで， 「同居」が 69.3
%, 「別居jが17.4%, 「わからない，無答」が 13.2%と，現実には止むをえない事情とはし、え，








同 居 5.lJ 居 わからない メ口斗 言十無 芦ト4之
男 26 (76.5) 3 (8.8) 5 (14. 7) 34 (100.0) 
利 賀 女 32 (66.7) 10 (20.8) 6 〔12.5) 48 (100.0) 
計 58 〔70.7) 13 (15.9) 11 (13.4) 82 (100.0) 
男 7 (58.3) 4 (33.3) 1 (8.3) 12 (100.0) 
大勘場 女 6 (40.0) 7 (46. 7) 2 (13.3) 15 (100.0) 
言十 13 (48.1) 11 (40. 7) £ (11.1) 27 (100.0) 
男 28 〔82.4〕 6 (17.6) 34 (100.0) 
上百瀬 女 34 (81.0〕 5 (11.9) 3 (7.1) 42 (100.0) 
計 62 (81.6〕 5 (6.6) 9 (11.8) 76 (100.0) 
男 24 (70.6〕 5 (14. 7) 5 (14.7) 34 (100.0) 
百瀬川第一 女 29 〔65.9) 6 (13.6) 9 (20.5) 44 (100.0) 
計 53 (67.9) 11 (14.1) 14 (17.9) 78 (100.0) 
男 8 (66.7) 4 (33.3) 12 (100.0) 
百瀬川第二 女 5 (41.7) 6 (50.0) 1 (8.3) 12 (100.0) 
13 (54.2) 10 ( 41. 7) 1 (4.2) 24 (100.0〕
男 126 (100.0) 
女 106 (65.8) 34 (21.1) 21 (13.0) 161 (100.0) 
止口込
16～29才 18 (52.9) 7 (20.6) 9 (26.5) 34 (100.0〕
30～39 47 〔73.4) 8 (12.5) 9 (14.1〕 64 (100.0) 
40～49 60 (67.4) 20 (22.5) 9 (10.1) 89 (100.0〕
三十 50～59 43 (74.1) 10 (17.2) 5 (8.6) 58 (100.0) 
60才以上 31 (73.8〕 5 (11. 9) 6 (14.3) 42 (100.0) 
計 199 (69.3) 50 (17.4〕 38 (13.2) 287 (100.0〕
















長 男 子供全員 みなくて ｜主か吋｜ よ口為 計もよし、
男 20 (58.8) 8 (23.5) 5 (14.7) 1 (2.9〕 34(100.0) 
華リ 賀 女 31 (64.6) 5 (10.4) 7 (14.6) 5 (10.4) 48(100.0) 
計 51 (62.2) 13 (15.9) 12 (14.6) 6 (7.3) 82(100.0) 
男 10 (83.3〕 1 (8.3〕 1 (8.3) 12(100.0) 
大勘場 女 11 (73.3) 2 (13.3〕 2 (13.3) 15(100.0) 
計 21 (77.8) 3 (11.1) 3〔11.1) 27(100.0) 
男 18 (52.9) 8 (23.5) 5 (14. 7) 3 (8.8) 34(100.0) 
上百瀬 女 33 (78.6) 3 (7.1) 1 (2.4) 1 (2.4) 4 (9.5〕 42(100.0) 
計 51 (67 .1) 11 (14.5) 6 (7.9) 1 (1.3〕 7 (9.2) 76(100.0) 
男 23 (67.6〕 6 (17 .6) 2 (5.9) 1 (2.9) 2 (5.9) 34(100.0) 
百瀬川第一 女 28 (63.6) 5 (11.4) 3 (6.8〕 1 (2.3〕 7〔15.9) 44(100.0) 
言十 51 (65 .4) 11 (14.1) 5 (6.4) 2 (2.6) 9 (11.5) 78(100.0) 
男 8 (66.7) 1 (8.3) 1 (8.3) 2 (16.7) 12(100.0) 
百瀬川第二 女 11 (91. 7) 1 (8.3) 12(100.0) 
言十 19 (79.2) 2 (8.3) 1 (4.2) 2 (8.3〕 24(100.0) 
男
子 i…〉 3ベ7 (5ぺ叩.O)
女 子 114(70.8) 16 (9.9) 11 (6 .8) 2 (1.2) 18 (11.2) 161〔100.0)
A口． 
16～29才 12〔35.3) 9 (26.5) 8 (23.5) 5 (14.7〕 34(100.0) 
30～39 35 (54.7) 13 (20.3) 8 (12.5) 1 (1.6) 7 (10.9) 64(100.0) 
40～49 75 (82.0〕 7 (7.9) 4 〔4.5〕 2 (2.2) 3 (3.4) 89(100.0) 
計 50～59 41 (70.7) 10 (17 .2) 1 (1.7) 2 (3.4〕 4 (6.9〕 58(100.0) 
60才以上 32 (76.2) 1 (2.4) 3 (7 .1) 6 (14.3) 42(100.0) 
計 193 (67.2) 40 (13.9) 24 (8.4) 5 (1. 7) 25 (8.7) 287(100.0) 









び， 「女の子だけである」と「子供がし、なL、」は共に 3.2%，計6.4%にすぎなかった。 それで，
それらの「あととりの男の子がし、る」と回答した世帯主，主婦に対して， 「あととりは，今どうし
ているか」をたず、ねると，その回答の結果は第2-15表の如くであった。 それによると，まだ「学
生・生徒・幼少」であるとするものが 35.8%と3分の 1以上の割合を占めているが， 「村外へ出て
職についている」とするものが最も高率で 36.4%を占めている。また， 「学生・生徒・幼少」以外
で，村内にいるものは， 「自宅にいて他に勤務」が 20.5%とかなりの割合を示しているが， 「自家
第 2ー 14表 あととりがあるか 【人，%〕
あととりの男 女あのる子だけで 子供がし、ない メE込l 言十の子がし、る
男 24 (96.0) 1 (4.0) 25 (100.0〕
未日 賀 女 32 (97.0) 1 (3.0〕 33 (100.0) 
言十 56 (96.6〕 2 (3.4) 58 (100.0) 
男 10 (90.9) 1 (9.1〕 11 (100.0) 
大勘場 女 11 (91. 7) 1 (8.3) 12 (100.0) 
計 21 (91.3) 2 (8.7) 23 (100.0) 
男 19 (95.0) 1 (5.0) 20 (100.0) 
上百瀬 女 19 (90.5〕 1 (4.8) 1 (4.8) 21 (100.0〕
言十 38 (92.7) 1 (2.4〕 2 (4.9) 41〔100.0)
男 23 (95.8) 1 (4.2〕 24 (100.0) 
百瀬川第一 女 21 (91.3) 1 (4.3) 1 (4.3〕 23 (100.0〕
計 44 (93.6) 1 (2.1) 2 (4.3) 47 (100.0) 
男 8 (88.9〕 1 (11.1) 9 (100.0) 
百瀬川第二 女 9 (90.9) 1 (10.0) 10 (100.0〕
言十 17 (89.5) 1 (10.5) 19 (100.0) 
男 2 3 89 (100.0) 
女 92 (92.9〕 4 (4.0) 3 (3.0) 99 (100.0) 
え口~ 
16～29才 1 (100.0〕 1〔100.0)
30～39 35 (92.1) 1 (2.6) 2 (5.3〕 38 (100.0) 
40～49 65 (94.2) 1 (1.4) 3 〔4.3〕 69 (100.0〕
百十 50～59 49 (92.5) 3 (5. 7) 1 (1.9) 53 (100.0〕
60才以上 26 (96.3) 1 (3.7〕 27 (100.0) 
言十 176 (93.6) 6 (3.2〕 6 〔3.2) 188 (100.0) 
- 70ー 北陸における一山村社会の変動と住民の生活〈その 1)
第2-15表 あととりは今どうしているか （人，%）
業自家に従農事林 事業自等家商に工従 務て自宅他へに勤い 村て就外職へ出 徒学生，幼，生少 計
男 1 6 7 9 1 24 
来日 賀 女 2 10 8 12 32 
百十 1 (1.8) 2 (3.6) 16(28.6) 15(26.8) 21(37 .5) 1 (1.8) 56(100.0) 
男 1 3 6 10 
大勘場 女 5 6 11 
計 1 (4.8) 8(38.1) 12(57 .1) 21(100.0) 
男 1 1 3 10 4 19 
上百瀬 女 1 6 7 4 1 19 
計 1 (2.6) 2 (5.3) 9(23.7) 17(44.7) 8(21.1) 1 (2.6) 38(100.0) 
男 1 1 5 8 8 23 
百瀬川第一 女 2 6 12 1 21 
百十 1 (2.3) 1 (2.3) 7(15.9) 14(31.8) 20(45.5) 1 (2.3) 44(100.0〕
男 1 1 5 1 8 
百瀬川第二 女 1 2 5 1 9 
計 2(11.8) 3(17.9) 10(58.8〕 2(11.8) 17(100.0) 
l日. 男 子 4 (4.8) 2 (2.4) 16(19.0) 33(39.3) 28(33.3) 1 (1.2) 84(100.0) 
女 子 1 (1.1) 3 (3.3) 20(21.7〕 31(33.7) 35(38.0) 1 (1.1〕 1 (1.1) 92(100.0) 
計 計 5 (2.8) 5 (2.8) 36(20.5〕 64(36.4) 63(35.8) 1 (0.6) 2 (1.1) 176(100.0) 
注：「あととりの男の子がし、る」と答えた世帯主，主婦について
第 2ー 16表 今自宅にいなくても，将来村へ帰って家の仕事をついでもらいたいか （人，%）
ぜひつがせ｜｜つがぜなくても｜！ このまま村も




男 1 1 5 7 
矛リ 賀 女 1 2 3 2 8 
5十 2 (13.3) 3 (20.0〕 8 (53.3) 2 (13.3) 15(100.0〕
男 1 2 3 
大勘場 女 1 4 5 
言十 1 (12.5) 3 (37.5) 4 (50.0〕 8(100.0) 
男 1 3 6 10 
上百瀬 女 4 2 1 7 
言十 1 (5.9〕 7 (41.2) 8 (47.1) 1 (5.9) 17(100.0) 
男 2 1 5 8 
百瀬川第一 女 1 2 3 6 
言十 3 (21.4) 3 (21.4) 8 (57 .1) 14(100.0) 
男 3 1 1 5 
百瀬川第二 女 1 2 1 5 
言十 4 (40.0) 2 (20.0) 3 (30.0) 1 (10.0) 10(100.0) 
メ日斗 男 子 4 (12.1〕 9 (27.3〕 3 (9.1) 17 (51.5) 33(100.0) 
女 子 2 〔6.5) 9 (29.0) 2 (6.5) 14 (45.2) 4 (12.9) 31(100.0) 


















するものは僅か1人で， 「村外にいてもらいたい」 (3人〉， 「本人の自由にまかせる」 (4人〉
が圧倒的に多くなっているのが認められる。 これも前述のようなこの部落の現状をよく反映して
いるといえよう。
第 2ー 17表 あととりには卒業後どうしてもらいたし、か （人，%）
家の仕せ事たを ｜ め自宅にか出てら勤も
つが い らいたし、
思へ就職｜本人の自由｜わ川い｜合たし、 にまかせる 無 答 百十
男 2 2 5 9 
利 賀 女 1 6 4 1 12 
言十 3 (14.3) 8 (38.1) 9 (42.9) 1 (4.8) 21(100.0) 
男 1 5 6 
大勘場 女 2 4 6 
計 3 (25.0) 9 (75.0) 12(100.0) 
男 4 4 
上百瀬 女 4 4 
計 8(100.0) 8(100.0) 
男 1 6 1 8 
百瀬川！第一 女 2 1 8 1 12 
言十 3 (15.0) 1 (5.0) 14 (70.0) 2 (10.0) 20(100.0) 
男 1 1 
百瀬川第二 女 1 1 
計 1 (50.0) 1 (50.0) 2(100.0) 
1日. 男 子 2 (7 .1) 3 (10.7) 2 (7.1〕 20 (71.4) 1 (3.6) 28(100.0) 
女 子 1 (2.9) 8 (22.9) 3 (8.6) 21 (60.0) 2 (5.7〕 35(100.0) 






































北陸における一山村社会の変動と住民の生活（その 1) - 73一
第 2-18長 この村に何か誇りとか愛着のようなものを感じるか く人， %〕
感 じ る 感じない わからない メ口込 百十無 答
男 21 (61.8〕 6 (17 .6〕 7 (20.6〕 34 (100.0) 
矛リ 賀 女 28 (58.3) 8 (16.7) 12 (25.0〕 48 (100.0) 
計 49 (59.8) 14 (17.1〕 19 (23.2) 82 (100.0) 
男 7 (58.3) 4 (33.3) 1 (3.3〕 12 (100.0) 
大 勘 場 女 6 (40.0〕 7 (46.7) 2 (13.3〕 15 (100.0) 
Z十 13 (48.1〕 11 (40.7) 3 (11.1〕 27 (100.0) 
男 21 (61.8) 9 (26.5) 4 (11.8) 34 (100.0〕
上 百 持E 女 24 (57.1) 6 (14.3) 12 (28.6) 42〔100.0)
計 45 (59.2) 15 (19.7) 16 (21.1) 76 (100.0〕
男 22 (64.7〕 5 (14.7) 7 (20.6) 34〔100.0)
百瀬川第一 女 26 (59.1) 5 (11.4) 13 (29.5) 44 (100.0) 
48 (61.5) 10 (12.8) 20 (25.6〕 78 (100.0) 
!r'l 11 (91. 7) 1 (8.3) 12 (100.0〕
百瀬川第二 女 7 (58.3) 4 (33.3〕 1 (8.3〕 12 (100.0〕
言十 18 (75.0) 5 (20.8) 1 (4.2) 24 (100.0) 
16～ 29才 11 (68.8) 3 (18.8) 2 〔12.5) 16 (100.0〕
男 30～ 39 15 (57.7) 5 (19.2) 6 (23.1) 26 (100.0) 
40～ 49 25 〔65.8) 8 (21.1) 5 (13 .2) 38 (100.0) 
50～ 59 20 (71.4) 4 (14.3〕 4 (14.£) 28 (100.0) 
子 60才以上 1 (61.l) 5 (27.8) 2 (11.1) 18 (100.0) 
；十 82 (65.1) 25 (19.8) 19 (15.1〕 126 (100.0) 
16～ 29才 9 (50.0) 3 (16.7) 6 (33.3〕 18 (100.0) 
女 30～ 39 22 (57.9) 9 (23.7) 7 (18.4〕 38 (100.0) 
40～ 49 32 〔62.7) 8 〔15.7) 11 (21.6) 51 (100.0) 
50～ 59 16 (53.3) 6 (20.0) 8 (26.7) 30 (100.0) 
子 60才以上 12 (50.0) 4 (16.7) 8 (33.3〕 24 (100.0) 
計 91 (56.5) 30 (18.6〕 40 〔24.8) 161 (100 0〕
16～ 29才 20 (58.8) 6 (17 .6) 8 (23.5) 34 (100.0) 
え口為 30～ 39 37 (57.8) 14 (21.9) 13 (20.3) 64 (100.0) 
40～ 49 57 (64.0〕 16 (18.0) 16 (18.0) 89 (100.0) 
50～ 59 £6 (62.1〕 10 (17 .2) 12 (20.7) 58 (100.0) 
60才以上 23 (54.8) 9 (21.4) 10 (23.8〕 42 (100.0〕
計 175 (60.3〕 55 〔19.2〕 59 (20.6) 287 (100.0) 
村に対して誇りとか愛着を感じる程度を男女別にみると， 「感じる」とするものは男子が 65.1%















男女計 男女計 男女計男女計 男女 男女計
自然がよい，白然が美しい，山紫水明 3 3 6 1 1 3 3 6 1 3 4 8 9 17
空気がよい，空気がきれいだ 4 5 9 1 1 3 4 7 3 6 9 2 2 4 12 18 30 
水がよい，水がきれいだ 2 2 4 2 2 1 2 3 1 1 4 6 10 
夏涼しい，夏くらしやすい 1 1 1 1 1 1 2 2 2 4 
静かな環境，騒音もない 1 4 5 1 1 1 1 2 2 1 1 3 7 10 
よ L、 環 境 1 1 1 1 
土地がらがよい，土地がよい 2 2 2 2 
土地が広い 1 1 2 1 1 2 
公害がない 2 3 5 1 1 1 2 2 4 6 2 2 7 9 16
交通事故がない 1 2 3 1 1 2 1 1 2 4 6 
災害もとくにない 1 1 1 1 1 1 2 
祖先からの土地 1 1 1 1 1 1 3 3 
先祖代々住んできた家 1 1 1 1 
山 林 1 1 1 1 1 1 2 1 3 
財 産 1 1 1 1 
山菜など山の幸，自然の恵み 2 2 1 1 1 1 1 1 5 5 
生住まれれ故郷，生まれ育くった土地，長い間
みなた土地，よ知った土地 1 3 4 5 5 2 1 3 
3 9 12 
親しし、知人がし、る 1 1 2 1 1 2 
親しい近隣，近隣同志助け合う 1 1 2 2 2 3 1 4 
村の共同性，共同精神，団結心 2 2 1 1 2 2 2 3 5 
相互援助，協調 1 2 3 4 4 8 1 1 6 6 12 
人が親切，人情が深い 1 2 3 1 1 2 2 3 5 1 1 2 5 7 12 
勤勉な人間性，よく働く 1 1 2 1 1 2 
生活しやすい，住みよい 1 1 2 2 1 2 3 1 1 1 1 4 4 8 
のんびりしている，気楽だ，のんきだ 2 2 1 1 2 6 6 1 1 2 2 1 12 13 
民 謡 1 2 3 1 2 3 






た土地」 「相互援助，協調」 「人が親切，人情が深い」等々と続いている。 これらをもう少し整理
してみると， まず「自然がよし、」 「空気がよし、」 「夏涼しし、」等の結局自然環境が恵まれていると
するものが，最も多数を占めている。 そのような自然環境のよさと深く関連して「静かな環境，騒
音もない」 「公害がない」 「交通事故がなし、」 「災害もなし、」といったやはり生活環境のよさをあ
げるものが次に多数を占めている。























瀬（67.1%）で， 次いで百瀬川第二（62.5%〕， 利賀（62.2%）も 60%以上を示し， 百瀬川第一
(55.1%）も半ば以上のものがず、っとくらしたし、としている。 ところが大勘場では25.9%と極端に







らしTこL、 ない 答 メロ斗 計
男 2 (5.9) 4 (11.8) 16 (47.1) 11 (32.4) 1 (2.9) 34(100.0〕
利 賀 女 4 (8.3) 1 (2.1) 35 (72.9) 7 (14.6) 1 (2.1) 48(100.0) 
言十 6 (7 .3) 5 (6 .1) 51 (62.2) 18 (22.0) 2 (2.4) 82(100.0) 
男 2 (16.7〕 4 (33.3) 4 (33.3) 2 (16.7) 12(100.0) 
大勘場 女 8 (53.3) 3 (20.0) 3 (20.0) 1 (6. 7) 15(100.0) 
計 10 (37.0) 7 (25.9) 7 (25.9) 3 (11.1〕 27(100.0) 
男 5 (14.7) 1 (2.9〕 22 (64.7) 5 (14.7) 1 (2.9) 34(100.0) 
上百瀬 女 7 (16.7) 29 (69.0) 6 (14.3) 42(100.0) 
計 12 (15.8) 1 (1.3) 51 (67 .1) 11 (14.5) 1 (1.3) 76(100.0) 
男 5 (14.7) 4 (11.8) 17 (50.0) 8 (23.5) 34(100.0) 
百瀬川第一 女 3 (6.8) 3 (6.8) 26 (59.1) 12 (27.3) 44(100.0) 
計 8 (10.3〕 7 (9.0) 43 (55.1) 20 (25.6〕 78(100.0) 
男 3 (25.0) 7 (58.3) 2 (16.7〕 12(100.0) 
百瀬川第二 女 1 (8.3) 1 (8.3) 8 (66.7) 2 (16.7〕 12(100.0) 
計 1 (4.2) 4 (16.7) 15 (62.5) 4 (16.7〕 24(100.0) 
16～29才 1 (6.3〕 6 (37.5〕 8 (50.0) 1 (6.3) 16(100.0) 
男 30～39 6 (23.1) 2 (7.7) 12 (46.2) 5 (19.2) 1 (3.8) 26(100.0) 
40～49 2 (5.3) 8 (21.1) 19 (50.0〕 9 (23.7〕 38(100.0) 
50～59 2 (7 .1) 4 (14.3) 18 (64.3) 4 (14.3) 28(100.0) 
子 60才以上 3 (16.7) 2 (11.1) 11 (61.1) 2 (11.1) 18(100.0) 
言十 14 (11.1) 16 (12.7) 66 (52.4) 28 (22.2) 2 (1.6) 126(100.0) 
16～29才 4 (22.2) 8 (44.4) 6 (33.3〕 18(100.0) 
女 30～39 10 (26.3) 1 (2.6) 20 (52.6) 7 (18.4〕 38(100.0) 
40～49 5 (9.8) 4 (7.8) 31 (60.8〕 10 (19.6〕 1 (2.0) 51(100.0) 
50～59 4 (13.3〕 2 (6.7) 20 (66.7) 4 (13.3〕 30(100.0) 
子 60才以上 1 (4.2) 22 (91.7) 1 (4.2) 24(100.0) 
計 23 (14.3) 8 (5.0) 101 (62.7) 28 (17 .4) 1 (0.6) 161(100.0) 
16～29才 5 (14.7) 14 (41.2) 14 (41.2) 1 (2.9) 34(100.0) 
メ日込 30～39 16 (25.0) 3 (4.7) 32 (50.0〕 12 (18.8) 1 (1.6) 64(100.0) 
40～49 7 (7 .9) 12 (13.5) 50 (56.2) 19 (21.3〕 1 (1.1) 89(100.0) 
50～59 6 (10.3) 6 (10.3) 38 (65.5) 8 (13.8) 58(100.0) 
E十 60才以上 3 (7 .1〕 3 (7 .1) 33 (78.6) 3 (7 .1) 42(100.0) 














矛U 賀 大勘場 上百瀬 百瀬川第一百瀬川第二 総 計
男女計 男女計 男女計 男女計 男女計 男女計
生活しやすい，住みよい 1 1 2 1 1 2 2 1 3 1 2 3 1 1 5 6 11
住みなれたところである 1 1 5 5 1 1 2 1 1 8 9 
のんびりしている，気楽である 6 6 1 1 1 1 1 1 1 8 9 
静かな生活環境，落ち着いた生活環境 1 1 2 1 1 3 3 1 5 6 
公害がない 3 3 6 1 1 4 3 7 
水がよL、，水がきれいだ 1 2 3 1 2 3 
空気がよい，空気がきれいだ 1 4 5 1 1 2 4 6 
生活環境がよい 1 1 1 1 
村や土地への愛着 1 4 5 1 1 1 1 2 1 1 2 7 9 
この村がすきだ，この村がよい 1 1 2 2 3 3 
生活に不自由しない 1 1 1 1 1 1 2 
収入がよい，ある程度収入がある 1 1 2 1 1 2 
自もっ分に適した仕事がある，仕事に愛着を 1 1 2 1 1 2 
祖か先ら以来土地の苦を捨労を無がにしたくない，祖先
の てたい 2 2 1 1 2 1 3 
家 を 守 る 1 1 1 1 
家を新築した 1 1 1 1 2 2 
思自由う通にでりにき仕る事ができる， 色々なことが 1 1 1 1 2 2 
ある程度自給自足の生活ができる 2 2 1 1 1 2 3 
あととりが村にいるから村を出る必要な 1 1 1 1 2 2 し
村を出ても働く所・仕事がない 1 1 2 1 1 2 1 1 2 
町の生活には金がかかる 1 1 1 1 
どこに住んでも生活は同じようなものだ 2 2 3 1 4 3 3 6 
村外の生活に不安を感じる 1 1 2 2 3 3 
村外へ行きたくない 1 1 1 1 1 1 2 1 1 2 3 5 
村に満足している 1 1 1 1 2 2 
これからよくなる，楽になる 1 1 2 2 1 1 1 1 3 2 5 
音響整備，公共施設の建設など過疎対策 1 1 2 2 2 1 3 
今後地域の開発できる 2 2 2 2 
そ の 他 2 2 4 2 2 4 








数にのぼることになる。 また「子供が村外にいる」 「主人が村外に出ている」 「村外に家がある」




男女計 男女計男女計 男女計男女 男女計
子供の教育，子供の進学 1 1 2 1 1 2 2 1 3 3 6 
子供の将来のために 1 1 2 1 1 1 1 1 3 4 
子供の就職 1 1 1 1 1 1 1 2 3 
子供，あととりが村外にいる 1 1 1 1 1 1 2 
仕あ事るのため，村外に自分に適した仕事が 1 1 1 1 1 1 2 
仕事が不安定 1 1 1 1 
農業がきらい 1 1 1 1 
主人が村外へ出ている 1 1 1 1 
経済的によい収入あれば出たい 1 1 1 1 
貧困だから 1 1 1 1 
雲が多い，雪害，寒い 1 1 2 2 1 1 2 2 4 
冬の交通がとまる 1 1 1 1 
交通が不便 1 1 1 1 2 2 
生活に不便 1 1 1 1 1 1 3 3 
町 tこ 遠 L、 1 1 1 1 
町はもっと楽でないかと思う 1 1 1 1 
文化に接したい 2 2 2 2 
医療施設の貧困，病気の時心配 1 1 1 1 2 2 
老後のことが心配 1 1 1 1 
親戚縁者が離村したから 1 1 1 1 1 1 2 
村外に家がある 1 1 1 1 
他人のことを大げ渉さにいってうるさい，
まわりの人が干をする 1 1 1 1 1 1 2 
村にあきた 1 1 1 1 





男女計男女計 男女計 男女計 男女計 男女計
子供の教育 1 1 1 1 
子供の仕事，子供の就職 1 1 2 1 1 1 1 2 2 4 
あととり，子供が村外にし、るから，子供 1 1 2 1 1 3 1 4 1 1 2 6 3 9 に号jかれて
子供が村におりたがらない，子供が帰っ 2 2 2 2 でこない
子供が望むなら 1 1 1 1 
子供に苦労させたくない 1 1 1 1 
仕事，就職の関係から 1 1 1 1 2 2 
将来仕事がなくなるから 2 2 2 2 
部落のものが出てゆくので生活がなりた 1 1 1 1 たない
そのような環境になればやむをえない 1 1 1 1 
生活が不便」 「医療施設の貧困や健康J 「親類縁者の離村」あるいは単に「仕事のため」とか「ま
わりがうるさし、，干渉をする」といった理由をあげるものもあって多種多様で、ある。 「村外へ出て





















第 2ー 24表 どこへいって住みたし、と思うか
山 八尾 尾｜呉吋高 岡｜高円 Im~~量｜呉町
利 賀 1 (9.1) 2(18.2) 1 (9.1) 
大 勘 場 3(17 .6) 1 (5.9) 1 (5.9) 
上 百 瀬 1 (7. 7) 2(15.4) 2(15.4) 
百瀬川第一 2(13.3) 2(13.3) 2(13.3〕
百瀬川第二 1(20.0) 
男 子 I2ベ I2 (6.7; I 2 (6.7) I川 11ぺ1(3.3) 
女 子 1(3 .2〕 4(12.9) 2 (6.5) 2 (6.5〕 1(3.2) 
16～29才 1(20.0) 1(20.0) 
男 30～39 2(10.5) 1 (5.3) 1 (5.3) 3(15.8〕 1 (5.3) 
女 40～49 2(10.5) 1 (5.3) 1 (5 .3) 
1口為 50～59 1 (8.3) 1 (8.3) 1 (8.3) 
言十 60才以上 1(16. 7) 1(16. 7) 1(16. 7) 1(16. 7〕
計 3 (4.9) 4 (6.6) 4 (6.6) 2 (3.3) 5 (8.2) 1 (1.6〕 1 (1.6〕 1 (1.6〕
｜富品！井史書｜県 外 その他 鉦 究ト寸 l口>. 計
矛リ 賀 2(18.2) 1 (9 .1) 1 (9.1) 2(18.2〕 1 (9.1) 11(100.0) 
大 勘 場 3(17 .6〕 6(35.3) 3(17 .6) 17(100.0〕
上 百 瀬 1 (7.7) 1 (7 .7) 3(23 .1) 3(23 .1) 13〔100.0)
百瀬川第一 1 (6. 7) 2(13 .3) 3(20.0) 3〔20.0) 15(100.0〕
百瀬川第二 1(20.0) 3(60.0) 5(100.0) 
男 30(100.0) 
女 2 (6.5〕 1 (3.2) 7(22.6) 2 (6.5) 4(12.9) 5(16 .1) 31(100.0〕
16～29才 1(20.0) 1(20.0) 1(20.0) 5〔100.0〕
男 30～39 2(10.5〕 1 (5.3) 2(10.5) 2(10.5) 4(21.1〕 19(100.0) 
女 40～49 1 (5.3) 5(26.3) 1 (5.3) 5(26.3) 3(15.8〕 19(100.0〕
l口込 50～59 1 (8.3) 1 (8.3) 1 (8.3) 3(25.0〕 3(25.0〕 12(100.0) 
言十 60才以上 1(16 .7) 1(16. 7) 6(100.0) 











北陸における一山村社会の変動と住民の生活（その 1) - 81-
第2-25表 村から出ていくのをきまたげるものや気にかかることはないか （人，%〉
出てい会 事安どが定うあかした仕 先祖土をた地捨かいらずっとっ本別きIれ剖刷｜捨今る仏てし事がてい 村の人かるカミ のや ってきた をための 気に 家が て 1が人たちと た
らよくし、
金がiない 力、ヵ、る TこL、し、 われない
男 4 3 1 6 
手リ 賀 女 4 2 5 
言十 8(72.7) 5(45.5) 1 (9.1〕 11(100.0) 
男 4 4 2 6 
大勘場 女 4 3 3 1 1 11 
計 8(47.1) 7(41.2) 5(29 .4) 1 (5.9) 1 (5.9) 17(100.0) 
男 2 1 1 1 6 
上百瀬 女 2 3 2 1 7 
5十 4(30.8〕 4(30.8) 3(23.1) 2(15.4) 13(100.0) 
男 2 5 3 2 1 9 
百瀬川第一 女 1 3 2 1 1 6 
計 3(20.0) 8(53.3) 5(33.3) 3(20.0〕 2(13 .3) 15(100.0) 
男 1 1 2 1 3 
百瀬川第二 女 1 2 1 2 
E十 1(20.0) 2(40.0) 4〔80.0) 2(40.0) 5(100.0) 
男 子
11ベ1仰 6.7;I的 0.0)I I 2 (6 ：~； I~~~ 女 子 11(35.5) 12(38.7) 9(29.0) 3 (9.7) 3 9.7) 31(100.0) 
16～29才 2(40.0) 2(40.0) 1(20.0) 5(100.0) 
男 30～39 7〔36.8) 9(47.4) 5(26.3) 3(15.8) 1 (5.3) 19(100.0) 
女 40～49 9(47.4) 10(52.6) 6(31.6) 2(10.5) 1 (5.3) 19(100.0) 
メ日込 50～59 4(33.3〕 4(33 .3) 3(25.0) 1 (8.3) 2(16.7) 12(100.0〕
言十 60才以上 2(33.3) 1(16. 7) 4(66.7〕 6(100.0) 
計 24(39.3) 26〔42.6) 18(29.5) 6 (9.8) 5〔8.2) 61(100.0) 
のは僅か6人， 10%にも達せず， 「今している仕事を捨てがたいJ「村の人からよくいわれない」
は皆無であった。 従って，離村しようとする場合に，さまたげ、になったり，気にかかるのは，何と













第2-26表 財産はどのように処分するか く人， %） 
売でも卸満売れ足したな価く格て
そのまま残
売却する して出てい その他 言十
ない きたい 無答
男 5 1 6 
利 賀 女 3 1 1 5 
計 8(72.7) 2〔18.2) 1 (9.1) 11(100.0) 
男 1 2 1 1 1 6 
大勘場 女 1 6 2 2 11 
計 2(11.8) 2(11.8) 7(41.2) 3(17 .6) 3(17.6〕 17(100.0) 
男 1 1 3 1 6 
上百瀬 女 1 1 1 4 7 
計 2(15.4) 1 (7. 7) 4(30.8) 1 (7.7) 5(38.5) 13〔100.0)
男 2 1 3 1 2 9 
百瀬川第一 女 2 3 1 6 
言十 2(13.3) 3(20.0) 6(40.0) 1 (6. 7) 3(20.0) 15(100.0) 
男 2 1 3 
百瀬川第二 女 1 1 2 
言十 3(60.0) 2(40.0) 5(100.0) 
男 子 30(100.0) 
女 子 2 (6.5) 6(19.4〕 11(35 .5) 4(12.9) 8(25.8) 31(100.0) 
16～29才 1(20.0) 2(40.0) 2(40.0) 5(100.0) 
男 30～39 3(15.8〕 3(15.8) 6(31.6) 1 (5.3) 6(31.6) 19(100.0〕
女 40～49 9〔47.4〕 9(31.6) 3(15.8) 1 (5.3) 19(100.0) 
メ口』 50～59 1 (8.3〕 3(25.0) 4(33.3〕 1 (8.3) 3(25.0) 12(100.0) 
言十 60才以上 1(16.7) 2(33.3〕 1〔16.7) 2(33.3) 6(100.0) 
計 6 (9.8) 17(27.9) 19(31.1) 7(11.5) 12(19.7) 61(100.0〕
〔付記〕 本稿は，北陸における一山村社会の急激な変貌と住民生活の実態を明らかにしようとする一連の
研究の一部であって， 「はしがき」にも記した如く，昭和46年の文部者科学研究費補助金の交付による
研究調査の成果に主として依拠している。その後，続行しているこの村の研究，特にこの村における積
極的な過疎対策とそれに対する住民の対応あるいは6年を経過したその後の住民の生活の実態について
の研究成果は本稿でまだ十分にまとめることができなかったので，この続編にまわしたし、と思う。
尚，昭和46年当時の利賀，大勘場，上百瀬，百瀬川第一及び第二の各部落の調査においては，実に多
数の方々に深い理解とこの上ない協力を頂いた。特にその当時の村長の野原清治氏，助役の中西勝太郎
氏をはじめとする利賀村役場の方々 s 上記各部落の住民の方々には，大変に面倒をおかけしたが，心よ
く協力して頂いた。 6年を経過したが，遅蒔きながら，厚くお礼を申し上げたし、。また調査の実施にあ
たっては利賀部落についてはその当時の富山県立総合衛生学院保健学科の学生諸君の協力をえたし，更
に保健学科の卒業生で当時はこの村の保健婦で、あった大塚美代予（旧姓上回〉さんには各部落の調査に
あたって色々と援助協力を頂いたことも忘れることがでさなL、。それから，当時経済学部に在学し社会
学のゼミナールに所属していた多くの学生諸君，浅生正明，野村和見，橋本清美，金木正人，久保田政
利，松本好司，米田憲雄，大蔵直樹，笹川善明，藤森順子の諸君もこれら各部落の調査に終始，労を
おしまず協力してくれた。深く感謝している。最後になったが富山大学教養部助教授，間庭充幸氏に
は，当時，この一連の研究調査に常に同行して頂き，この上ない援助協カを賜わった，ここであらため
てお礼を申し上げたい。 （昭和52'.年11月10日〕
